
日
本
に
お
け
る

『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
の
受
容
と
出
版

含

谷

佳

光

は
じ
め
に

『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
は
、
華
厳
第
五
祖
の
唐

・
釈
宗
密

（七
八
①
～
人
四

一
）
が
み
ず
か
ら
編
輯
し
た

『
禅
源
諸
詮
集
』
に
附
し
た
序
文
で

あ
り
、
教
禅

一
致
を
主
張
し
た
著
作
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

『
禅
源
諸
詮
集
』
は
、
互
い
に
誹
訪
し
あ
う
当
時
の
禅
宗
各
派
の
状
況
を
憂
い
、

諸
家
の
主
張
の
な
か
で
禅
門
の
根
源
の
道
理
を
言
い
あ
て
た
文
字

・
句
偶
を
書
き
留
め
て

一
蔵
と
な
し
て
、
後
代
に
残
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
本
文
は
宋
代
に
は
早
く
も
散
供
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
現
在
こ
れ
を
引
用
し
た
文
献
す
ら
見
出
せ
な
い
こ
と
か
ら
、　
一
説
に
は

『
禅
源
諸
詮
集
』
は
実
際
に
は
編
纂
さ
れ
な
か

っ
た
と
も
い
わ
れ
る
と
も

そ
も
そ
も
宗
密
の
説
い
た
教
禅

一
致
思
想
は
、
宋
代
に
永
明
延
寿

（九

〇
四
～
九
七
五
）
に
よ

つ
て
継
承
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
は
継
承
者
も
な
く
、
中
国
仏
教
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
名

と
こ
ろ

が

『
都
序
』
の
出
版
に
つ
い
て
み
る
と
、
宋
代
に
少
な
く
と
も
宋
と
遼
で

一
度
ず

つ
開
板
さ
れ
た
と
見
ら
れ
、
宋
版
は
日
本

・
朝
鮮
に
伝
わ
り
、

遼
版
は
元
版
が
校
刊
さ
れ
る
際
に
、
そ
の
底
本
の
ひ
と

つ
に
な

っ
た
。
元
代
以
後
、
宗
密
の
思
想
は
そ
れ
ほ
ど
ふ
る
わ
な
か
っ
た
が
、
決
し
て
関

心
が
失
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
元
代
に
は

『
都
序
』
が
校
刊
さ
れ
て
い
る
し
、
明
代
に
は
こ
の
元
版
が
底
本
と
な

っ
て
大
蔵
経
に
入
蔵
さ
れ
、

明

・
釈
献
宏
や
清

・
釈
道
需
に
よ
る
校
訂
本
も
刊
行
さ
れ
た
。
ま
た
朝
鮮
は
宗
密
の
思
想
の
影
響
が
非
常
に
濃
厚
な
と
こ
ろ
で
あ
り
、
成
宗
の
頃

か
ら
宋
版
の
覆
刻
本
が
盛
ん
に
開
板
さ
れ
た
。
こ
の
中
国

・
朝
鮮
に
お
け
る

『
都
序
』
の
流
伝

・
出
版
の
状
況
に
対
し
、
日
本
に
も
早
く
か
ら

『
都
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が
伝
わ
り
、
和
刻
本
が
数
版
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、

『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
が
、
い
つ
頃
ど
の
よ
う
に
し
て
日
本
に
伝
わ

ど
の
よ
う
な
人
々
に
よ
っ
て
受
容
さ
れ
、
和
刻
本
が
出
版
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
一　
日
本

へ
の
伝
入

日
本
側
の
文
献
に
、
い
つ
頃

『
都
序
』
の
名
が
初
め
て
現
れ
た
の
か
、
正
確
な
と
こ
ろ
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
次
に
挙
げ
る
数
点
か
ら
考
え
て
、

鎌
倉
時
代
に
は
す
で
に
伝
わ

っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
次
の
六
点
か
ら
確
認
で
き
る
。

①
　
明
恵
高
弁

（
一
一
七
三
～

一
二
三
二
）
を
開
山
と
す
る
栂
尾
高
山
寺
に
南
宋
刊
巻
子
本
二
帖
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

②
　
円
照

（
一
二
二

十
～

十
二
七
七
）
が

『
都
序
』
二
巻
を
手
ず
か
ら
抄
写
し
、
昼
夜
研
要
し
た
と
名

③
　
無
住
道
暁

（
一
三
二
六
～

一
三

一
二
）
が
弘
安
六
年

（
一
二
人
三
）
に
著
わ
し
た
仏
教
説
話
集

『
沙
石
集
』
巻
四
に

『
都
序
』
が

一
例
引

用
さ
れ
て
い
る
注
七

④
　
智
照

（
一
二
五
四
～
？
）
が
応
長
二
年

（
一
三

一
二
）
に
鎌
倉
松
谷
寺
で
著
わ
し
た

『
心
要
洞
玄
記
』
の
な
か
に

『
都
序
』
が
三
例
引
用

さ
れ
て
い
る
と
岳

⑤
　
湛
容

（
一
二
七

十
～

一
三
四
六
）
が
延
慶
年
間

（
一
三
①
人
～

一
三

一
一
）
か
そ
れ
に
近
い
時
期
に
鎌
倉
極
楽
寺
で
著
わ
し
た
と
見
ら
れ

る

『
心
要
纂
釈
』
に

『
都
序
』
が
五
例
引
用
さ
れ
て
い
る
と
名

⑥
　
士暑
在
二
年

（
一
三
①
五
）
、
南
簡

（未
詳
）
な
る
僧
が
松
谷
の
意
律
師

（未
詳
）
の
命
を
受
け
て

『
都
序
』
に
識
語
を
書
い
て
い
る
。

こ
の
六
点
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
が
い
つ
頃
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ト
で

『
都
序
』
に
接
触
す
る
機
会
を
持
ち
え
た
か
、
そ
の
宗
派

・
師
承

関
係

・
住
寺
等
か
ら
迫

っ
て
み
た
い
。

①
は
お
そ
ら
く

『
都
序
』
の
初
伝
で
あ
ろ
う
。
高
山
寺
は
、
も
と
高
雄
神
護
寺
の
別
院
で
あ
り
、
高
野
山
と
関
係
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
こ



か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
聖
教
類
が
多
く
あ

っ
た
が
、
高
弁
が
こ
の
寺
を
興
し
、
華
厳
宗
と
員
言
宗
に
も
と
づ
き
修
行

・
研
学
に
精
励
し
て
か
ら
、
寺

勢
が
興
隆
し
た
注
名
　
『
都
序
』
の
南
宋
刊
本
が
い
つ
頃
高
山
寺
に
収
蔵
さ
れ
た
の
か
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
常
盤
大
定
氏
に
よ

れ
ば
、
高
弁
は
高
山
寺
を
開
く
に
当
た
り
、
公
家
の
檀
施
に
よ
っ
て
、
杭
州
か
ら
大
蔵
経
二
部

（福
州
東
禅
寺
版

・
湖
州
版
）
を
将
来
す
る
と
同

時
に
、
当
時
杭
州
で
続
々
と
開
板
さ
れ
た
大
蔵
経
外
の
仏
典
も
、
こ
と
ご
と
く
輸
入
し
た
ら
し
く
注
Ｒ

そ
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
常
盤
氏
は

『
都
序
』

の
南
宋
刊
本
を
挙
げ
て
い
る
。　
つ
ま
り
常
盤
氏
は
、
高
弁
の
時
代
に
こ
の
南
宋
刊
本
が
高
山
寺
に
収
蔵
さ
れ
た
と
み
な
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
テ
キ
ス
ト
は
未
見
で
は
あ
る
が
、
先
行
研
究
の
調
査
結
果
を
総
合
す
る
と
、
上
下
二
巻
で
、
首
に
は
菱
休
の
序
文
が
あ
り
、
巻
上
の
第
十

一

丈
か
ら
第
十
六
丈
と
、
巻
下
の
五
丈
以
下
を
欠
き
、
刊
記
も
見
当
た
ら
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
石
井
修
道
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
そ
の
奏
休
の

序
文
と
本
文
は
、
南
宋
の
と
き
銭
塘
の
厳
楷
が
刊
行
し
た
テ
キ
ス
ト
の
朝
鮮
覆
刻
本
と
ほ
ぼ

一
致
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
注
Ｒ

古同
山
寺
蔵
南

宋
刊

『
都
序
』
も
厳
椿
刊
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
そ
う
で
あ
る
。
よ

っ
て

『
都
序
』
の
場
合
も
他
の
高
山
寺
蔵
の
宋
版
と
同
じ
く
、
高
弁
の
時
代

に
、
杭
州
で
開
板
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
を
入
手
し
た
と
見
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

②
の
円
照
は
、
東
大
寺
戒
壇
院
で
律
の
復
興
に
尽
力
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
臨
済
宗
東
福
寺
の
開
祖
、
聖

一
国
師
円
爾
弁
円

（
一
二
〇
二

～

一
二
人
○
）
の
も
と
、
か
つ
て
参
禅
し
た
こ
と
が
あ
り
、
教
律
禅

一
如
を
主
張
し
た
人
物
で
あ
る
。
弁
円
は
と
い
う
と
、
嘉
禎
元
年

（
一
二
三

五
）
に
入
宋
し
、
径
山
の
無
準
師
範

（
一
一
七
八
～

十
二
四
九
）
の
法
嗣
と
な
り
、
仁
治
二
年

（
一
二
四

一
）
に
帰
国
し
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の

弁
円
の
法
嗣
が
、
③
の
無
住
道
暁
で
あ
る
。
古
田
紹
欽
は
、
宗
密
の
著
作
が
お
お
む
ね
鎌
倉
時
代
に
高
一麗
を
経
由
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
の
、

『
都
序
』
は
高
一麗
僧
義
天
の

『
新
編
諸
宗
教
蔵
総
録
』
に
著
録
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
高
麗
に
伝
入
す
る
よ
り
早
く
に
、
弁
円
が
直
接
南
宋
か
ら

持
ち
帰

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
と
ｌｏ
。
弁
円
に
学
ん
だ
円
照

・
無
住
が
と
も
に

『
都
序
』
を
目
に
し
て
い
た
こ
と
か
ら
考
え
て
、
彼
ら

の
見
た

『
都
序
』
が
弁
円
に
よ

っ
て
将
来
さ
れ
た
も
の
だ

っ
た
可
能
性
は
十
分
あ
る
。
そ
の
傍
証
と
し
て
、
大
道

一
以

（
一
二
九
二
～

一
三
七
①
）

『
普
門
院
経
論
章
疏
語
録
儒
書
等
目
録
』

（東
福
寺
蔵
）
間
函
に

「禅
源
序
二
冊
」
と
見
え
る
。

こ
の
目
録
は
、
文
和
二
年

（
一
三
五
三
）
、
普

門
院
院
主
大
道
が
、
弁
円
将
来
本
を
収
蔵
し
て
い
た
普
門
院
の
書
庫
の
調
査
に
際
し
、
弁
円
の
作

つ
た

『
三
教
典
籍
目
録
』
を
底
本
に
目
録
を
書



写
し
、
さ
ら
に
、
こ
れ
を
校
訂
し
て
作
成
し
た
普
門
院
の
現
存
書
目
で
あ
る
か
ら
と
１‐
、
本
目
著
録
の

『
都
序
』
が
弁
円
将
来
本
で
あ

っ
た
可
能

性
は
高
い
。

④
智
照
は
、
東
大
寺
戒
壇
院
系
華
厳
学
の
泰
斗
凝
然

（
十
二
四
①
～

一
三
二

一
）
の
高
弟
で
あ
る
。
凝
然
は
正
元
元
年

（
一
二
五
九
）
東
大
寺

戒
壇
院
に
て
円
照
に
師
事
し
、
以
後
人
宗
を
兼
修
し
、
円
照
の
死
後
、
戒
壇
院
院
主
と
な

っ
た
人
物
で
あ
る
。
よ
っ
て
智
照
は
、
律
に
お
い
て
は
、

円
照
の
孫
弟
子
に
当
た
る
。
な
お
智
照
は
戒
壇
院
系
華
厳
学
だ
け
で
な
く
、
一向
山
寺
系
華
厳
学
の
影
響
も
か
な
り
受
け
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

一
方
、
③
の
湛
容
も
凝
然
の
高
足
で
あ
り
、
智
照
は
そ
の
法
兄
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
智
照
か
ら
手
沢
本
を
伝
領
さ
れ
る
な
ど
、
両
者
が
密
接
な

関
係
に
あ

っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
注
１２
ｏ
智
照

・
湛
容
の
二
人
は
、
と
も
に
戒
壇
院
系
華
厳
学
を
東
国
に
伝
え
広
め
た
人
物
と
し
て
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
二
人
が
と
も
に
鎌
倉
で
著
わ
し
た

『
心
要
』
の
注
釈
書
に

『
都
序
』
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
彼
ら
は

東
国
に
赴
く
際
、

『
都
序
』
を
携
行
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
ま
た
、
こ
の
と
き
鎌
倉
に
も
た
ら
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
は
、
お
そ
ら
く
円
照
親
筆
本

そ
の
も
の
か
、
こ
れ
と
同
系
統
の
テ
キ
ス
ト
で
あ

っ
て
、
戒
壇
院
に
伝
わ

っ
て
い
た
も
の
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

⑥
の
嘉
元
三
年
の
識
語
は
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館

・
駒
沢
大
学
図
書
館
所
蔵
の
無
刊
記
本
の
巻
上
の
末
尾
に
二
丁
に
渡

っ
て
附
刻
さ
れ
る
も

の
で
、
現
存
す
る

『
都
序
』
の
和
刻
本
中
、
最
古
の
序
政
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
あ
く
ま
で

『
都
序
』
を
顕
彰
す
る
こ
と
に
重
点
が
あ
り
、
出

版
に
関
し
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
も
と
も
と

『
都
序
』
に
書
き
入
れ
て
あ

っ
た
識
語
が
、
後
世
に
な

っ
て
附
刻
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

い
ま
そ
の
末
文
の
み
を
挙
げ
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

其
全
書
編
載
芸
文
志
、
列
在
丙
部
録
、
今
見
所
得
者
、
可
謂
昆
山
之
片
玉
、
豊
非
江
水
之
濫
腸
哉
。
衆
諸
人
須
忌
象
而
得
意
、
目
撃
而
道
存

耳
。
時
嘉
元
乙
巳
歳
問
十
二
月
上
弦
受
松
谷
意
律
師
命
南
簡
敬
誌
。

こ
の
識
語
に
見
え
る
松
谷
の
意
律
師
、
南
商
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
が
、

「松
谷
」
と
は
、
お
そ
ら
く
鎌
倉
松
谷
寺
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
熊

原
政
男
氏
に
よ
れ
ば
、
鎌
倉
松
谷
寺
は
、
松
ヶ
枝
と
呼
ば
れ
る
佐
介
谷
の
入
り
口
に
近
い
西
側
の
谷
に
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
、
先
に
触
れ
た
智
照

が
、
少
な
く
と
も
嘉
元
二
年

（
一
三
①
四
）
か
ら
延
慶
三
年

（
一
三

十
①
）
に
か
け
て
、
こ
の
松
谷
寺
に
住
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
注
１３
ｏ
先
述



し
た
よ
う
に
、
智
照
は
東
大
寺
所
伝
の

『
都
序
』
を
携
行
し
て
鎌
倉
に
至

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
記
録
上
、
智
照
が
松
谷
寺
に
住
し
た
こ
と
が

確
認
で
き
る
最
も
早
い
年
で
あ
る
嘉
元
二
年
の
翌
年
末
に
、
こ
の
識
語
が
書
か
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
智
照
に
よ
る

『
都
序
』
の
伝
入
を
契
機
に
、

こ
の
識
語
が
書
か
れ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
慧
律
師

。
南
簡
の
伝
が

一
切
わ
か
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
い
ま
識
語
の

「松
谷
」
が
鎌
倉
松
谷
寺

の
こ
と
で
あ
る
と
の
確
証
は
得
ら
れ
な
い
も
の
の
、
時
期
的
に
見
て
、
同
寺
の
意
律
師
が
智
照
に
よ

っ
て
鎌
倉
に
も
た
ら
さ
れ
た

『
都
序
』
を
目

に
し
、
お
そ
ら
く
こ
れ
が
鎌
倉
初
伝
だ

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
喜
び
勇
ん
で
南
簡
に
識
語
を
書
か
せ
た
可
能
性
は
十
分
あ
り
え
よ
う
。
以
上
の

点
か
ら
考
え
て
、
嘉
元
三
年
識
語
が
書
き
込
ま
れ
て
い
た
テ
キ
ス
ト
は
、
弁
円
将
来
の
東
大
寺
戒
壇
院
系
統
の
テ
キ
ス
ト
だ

つ
た
と
見
る
の
が
妥

当
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
に
、
臨
済
宗
の
弁
円
に
よ
っ
て
将
来
さ
れ
た

『
都
序
』
が
、
円
照
を
は
じ
め
と
す
る
東
大
寺
戒
壇
院
系
華
厳
学
門
徒
の
間
で
広
ま
り
、
円

照
の
法
嗣
で
あ
る
凝
然
の
門
下
か
ら
出
た
智
照

・
湛
容
に
よ

っ
て
、
十
四
世
紀
初
頭
に
鎌
倉
に
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
ひ
と

つ
の
伝
播
の
ル
ー
ト
が

想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

『
都
序
』
が
戒
壇
院
系
華
厳
学
門
徒
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
理
由
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、

『
都
序
』
が
単
な
る
禅
宗
文

献
で
は
な
く
、
中
国
華
厳
宗
の
五
祖
で
も
あ
る
宗
密
が
教
禅

一
致
を
説
い
た
文
献
で
あ
る
が
た
め
に
、

「人
宗
兼
学
」
と
い
う
東
大
寺
の
教
学
と

相
通
じ
る
側
面
を
持

っ
て
い
た
こ
と
に
加
え
、
そ
れ
を
実
践
し
た
円
照

・
凝
然
と
い
う
高
僧
が
続
い
て
輩
出
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、

『
都
序
』
の
日
本

へ
の
伝
入
と
受
容
の
状
況
を
、
鎌
倉
時
代
の
文
献
上
に
確
認
さ
れ
る

『
都
序
』
関
連
の
記
事
や
、
そ
れ
に

か
か
わ

っ
た
人
物

・
師
承
関
係
か
ら
辿
る
と
、
そ
の
初
伝
は
高
山
寺
の
入
手
し
た
南
宋
刊
本
で
あ
ろ
う
と
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

南
宋
刊
本
系
統
の
テ
キ
ス
ト
が
抄
写

。
開
板
等
を
経
て
広
ま

っ
た
形
跡
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本
で
最
も

流
布
す
る
に
至

っ
た
の
は
、
臨
済
宗
の
入
宋
僧
に
よ
っ
て
将
来
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

『
都
序
』
は
、
お
そ
ら
く
鎌
倉
時
代
に
臨
済
宗
の
入

宋
僧
円
爾
弁
円
に
よ
っ
て
将
来
さ
れ
、
禅
僧
の
間
で
広
ま
る
と
同
時
に
、
こ
れ
が
東
大
寺
戒
壇
院
を
中
心
と
し
た
華
厳
学
僧
の
間
で
、
華
厳
五
祖

宗
密
の
著
作
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
、
伝
抄
さ
れ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

な
お
納
富
常
天
氏
は
、
日
本
に
お
け
る
華
厳
第
四
祖
澄
観
の

『
心
要
』
の
流
行
原
因
に
つ
い
て
、

「日
宋
交
通
を
因
由
と
し
た
彼
我
禅
僧
に
よ



る
宋
朝
禅
の
流
入
、
さ
ら
に
は
そ
れ
に
基
づ
く
鎌
倉
を
中
心
と
し
た
仏
教
諸
宗
に
お
け
る
禅
の
受
容
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
る

が
、
五
祖
宗
密
の
著

『都
序
』
の
日
本

へ
の
伝
入
と
受
容
は
、
奇
し
く
も
こ
れ
と
非
常
に
似
通
っ
た
経
過
を
辿

っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
１４
ｏ

〓
一　
和
刻
本
の
出
版

１

五
山
版

現
存
最
古
の
テ
キ
ス
ト
は
、
南
北
朝
時
代
の
延
文
三
年

（
一
二
五
人
）
に
、
臨
済
宗
の
春
屋
妙
龍

（
一
三

一
一
～

一
三
人
八
）
が
京
都
天
龍
寺

雲
居
庵
で
刊
行
し
た
五
山
版
で
あ
る
。

妙
龍
は
、
叔
父
に
当
た
る
夢
窓
疎
石
の
も
と
に
出
家
し
て
随
持
し
た
後
、
建
武
元
年

（
一
三
二
四
）
ま
で
の
八
年
間
、
鎌
倉
浄
智
寺
の
住
持
と

な

っ
た
元
僧
竺
仙
梵
徳
の
書
状
侍
者
と
し
て
、
竺
仙
の
師
古
林
清
茂
の
偶
頌
や
印
刷
事
業
な
ど
を
学
ん
だ
。
そ
う
し
て
康
暦
元
年

（
一
三
七
九
）

に
は
日
本
最
初
の
僧
録
司
と
な
り
、
王
山
を
管
掌
し
、
渡
来
の
刻
工
を
使

っ
て
、
五
山
版
開
板
事
業
と
し
て
大
量
か

つ
長
期
間
に
渡
る
活
動
を
し

た
人
物
で
あ
る
と
１５
ｏ
五
山
版

『
都
序
』
巻
下
末
丁
表
の
刊
語
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

保
寿
尼
寺
檀
越
菩
薩
戒
尼
大
友
紹
持
、
施
財
命
工
刊
行
此
版
、
伏
願
人
人
諦
清
慧
目
、
今
介
開
悟
霊
心
、
恩
有
報
資
、
怨
親
融
接
。
延
文
戊

成
春
雲
居
比
丘
妙
龍
題
。

つ
ま
り
五
山
版

『
都
序
』
は
、
妙
龍
が
保
寿
尼
寺
の
檀
越
、
大
友
英
の
施
財
に
よ
っ
て
刊
行
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
当
時
、
天
龍
寺
は
、
木

記
に
見
え
る

「雲
居
」
、
す
な
わ
ち
雲
居
庵
と
、
多
宝
院

・
亀
頂
塔

・
霊
庇
廟
を
残
し
全
焼
し
て
し
ま
い
、
妙
龍
が
幹
事
と
な

っ
て
、
そ
の
復
興

に
つ
と
め
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
こ
の
刊
語
に
は
、
ど
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
を
底
本
と
し
た
か
に
つ
い
て
は

一
切
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
当
時
の
臨
済
宗
は
中
国
と
の
交
流
が
非
常
に
盛
ん
で
、
実
際
、
妙
誼
と
そ
の
師
承
筋
に
は
渡
来
僧
や
入
宋

・
入
元
僧
が
大
勢
い
る
点
か
ら

考
え
て
、
こ
の
よ
う
な
人
々
を
通
じ
て
伝
入
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。



例
え
ば
、
妙
龍
が
書
状
侍
者
と
し
て
仕
え
た
竺
仙
自
身
渡
来
僧
で
あ
る
し
、
彼
と
と
も
に
渡
来
し
た
明
極
楚
俊
が
い
る
。
ま
た
妙
龍
の
師
夢
窓

疎
石
は
、
無
隠
円
範

・
高
峰
顕
日

・
一
山

一
寧
等
に
師
事
し
た
が
、
こ
の
う
ち

一
寧
は
正
安
元
年

（
十
二
九
九
）
に
元
の
成
宗
の
国
書
を
携
え
て

渡
来
し
た
臨
済
宗
の
僧
、
ま
た
円
範
の
師
蘭
渓
道
隆
は
寛
元
四
年

（
十
二
四
六
）
に
渡
来
し
た
臨
済
宗
の
僧
で
あ
り
、
円
範
自
身
、
道
隆
に
参
禅

の
の
ち
入
元
し
て
い
る
。
加
え
て
顕
日
の
師
、
冗
庵
普
寧

・
無
学
祖
元
は
、
そ
れ
ぞ
れ
文
応
元
年

（
一
二
六
①
）
、
弘
安
二
年

（
一
二
七
九
）
に

渡
来
し
た
臨
済
宗
の
僧
で
あ
り
、
普
寧

・
祖
元
の
師
こ
そ
、
先
述
の
円
爾
弁
円
が
入
宋
時
代
に
師
事
し
た
無
準
師
範
な
の
で
あ
る
。
よ

っ
て
、
こ

う
い
っ
た
師
承
筋
か
ら

『
都
序
』
を
入
手
す
る
の
は
比
較
的
容
易
だ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

五
山
版
の
底
本
に
つ
い
て
は
、
時
期
的
に
見
て
、
宋
元
代
に
大
陸
に
伝
わ

っ
て
い
た
テ
キ
ス
ト
に
は
違
い
な
か
ろ
う
が
、
先
行
研
究
に
よ

っ
て
、

高
山
寺
蔵
の
南
宋
刊
本
や
朝
鮮
の
覆
宋
刊
本
と
は
萎
休
の
序
文

。
本
文

。

「浄
染
十
重
図
」
に
異
同
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
と
は
別
系

統
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
１６
ｏ　
一
方
、
五
山
版
が
開
板
さ
れ
た
当
時
、
中
国
で
は
大
徳
七
年

（
一
三
①
三
）
刊
本
が
刊

行
さ
れ
て
か
ら
、
す
で
に
五
十
五
年
の
歳
月
が
経
過
し
て
い
た
が
、
明
代
に
は
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
底
本
と
し
て

『
都
序
』
が
大
蔵
経
に
入
蔵
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
条
件
的
に
は
、
入
元
僧
や
渡
来
僧
を
介
し
て
、
大
徳
七
年
刊
本
を
入
手
す
る
こ
と
が
十
分
可
能
だ

っ
た
は
ず
で
あ
る
と
１７
ｏ

大
徳
七
年
刊
本
は
現
在
伝
わ
ら
な
い
が
、
そ
の
巻
首
に
冠
さ
れ
て
い
た
は
ず
の
釈
惟
大

・
郭
文
原

・
賣
汝
舟
の
三
序
が
五
山
版
に
は
な
く
、
ま
た

大
徳
七
年
刊
本
を
底
本
と
し
た
明
代
の
大
蔵
経
系
統
の
テ
キ
ス
ト
と
比
較
す
る
と
、
序

。
本
文

。
「図
」
に
多
く
の
異
同
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

五
山
版
の
底
本
は
大
徳
七
年
刊
本
と
は
別
系
統
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
田
中
良
昭
氏
は
、
敦
煙
巻
子
本
と
、
王
山
版
の
覆
刻
本
の
ひ
と

つ
を
校
勘
し

た
結
果
、
敦
煙
巻
子
本

（五
代
後
周
太
祖
広
順
二
年

（九
五
二
）
書
写
、
台
湾
国
家
図
書
館
蔵
）
が
五
出
版
の
底
本
だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推

測
す
る
と
１８
ｏ
南
宋
刊
本

・
朝
鮮
覆
宋
刊
本
は
、
萎
体
が
大
中
十

一
年

（八
五
七
）
に
み
ず
か
ら
抄
写
し
た
テ
キ
ス
ト
に
由
来
し
、
五
代
末
期
に

中
国
南
方
で
流
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
五
山
版
が
こ
の
菱
休
親
筆
本
系
統
の
テ
キ
ス
ト
と

一
致
せ
ず
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
抄
写
さ
れ
た
敦
煙
巻
子
本

と

一
致
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
敦
煙
巻
子
本
が
萎
休
親
筆
本
と
は
別
系
統
の
テ
キ
ス
ト
だ

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
菱
休
親
筆
本
は
大
中
十

一
年

写
で
あ
る
か
ら
、
敦
建
巻
子
本
と
の
枝
別
れ
が
生
じ
た
の
は
宗
密
が
示
寂
し
て
十
六
年
後
の
こ
と
と
み
な
さ
れ
る
。　
つ
ま
り
敦
煙
巻
子
本
は
宗
密

戸
ｒ



の
オ
リ
ジ
ナ

ル
に
よ
り
近

い
テ
キ
ス
ト
だ

っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
系
統
を
引
く
五
山
版
は
、

『
都
序
』
本
来

の
姿
を
知
る
上

で
、
大
変
貴
重

な
テ
キ

ス
ト
と
い
え
よ
う
。

な
お
五
山
版
に
は
三
井
文
庫
旧
蔵
本
と
大
英
図
書
館
蔵
本

の
二
点
が
あ
り
、
と
も
に
、
か

つ
て
川
瀬

一
馬
に
よ

っ
て
調
査
が
な
さ
れ
た
が
、

こ

の
う
ち
三
井
文
庫
旧
蔵
本
は
所
在
不
明
で
あ
る
こ
１９
ｏ
三
井
文
庫
旧
蔵
書

の

一
部
は
、
現
在
カ
リ
フ
オ
ル

ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
東
亜
図
書
館

に
帰
し
た
と

の
こ
と
で
あ
り
、

『
都
序
』
も

こ
こ
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
２０
。

２

覆
五
山
版
四
種

『
都
序
』
の
諸
本
の
う
ち
、
現
在
最
も
頻
繁
に
目
に
す
る
の
が
、
五
山
版
の
覆
刻
本
で
あ
る
。

五
山
版
に
覆
刻
本
が
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
黒
田
亮

・
川
瀬
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
注
２‐
。
石
井
修
道
氏
は
、
そ
れ
ら
先
行
研
究
の
成
果

と
五
山
版
の
マ
イ
ク
ロ
と
を
比
較
し
た
上
で
、
日
原
仁
左
衛
門
刊
本
こ
そ
、
そ
の
覆
刻
本
で
あ
る
と
特
定
し
、
さ
ら
に
、
田
原
本
と

「同
じ
形
態

の
も
の
」
と
し
て
、
駒
沢
大
学
図
書
館
所
蔵
の
平
野
屋
佐
兵
衛
刊
本
と
、
二
種
類
の
無
刊
記
本
を
挙
げ
、
無
刊
記
本
の
ひ
と

つ
に
は
先
述
の
嘉
元

三
年
識
語
が
あ
る
こ
と
に
言
及
す
る
と
２２
ｏ

調
べ
て
み
る
と
、
覆
五
山
版
に
は
、
田
原
本
、
平
野
屋
本
、
嘉
元
三
年
識
語
を
持

つ
無
刊
記
本
、
識
語
の
な
い
無
刊
記
本
の
四
種
類
が
伝
わ
る
。

そ
こ
で
、
駒
沢
大
学
所
蔵
の
四
本
に
加
え
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
の

「寛
永
中
刊
本
」
、
松
ヶ
岡
文
庫
所
蔵
の
平
野
屋
本
、
国
立
国
会
図

書
館
所
蔵
の
田
原
本
、
家
蔵
の
田
原
本

・
平
野
屋
本

・
識
語
の
な
い
無
刊
記
本
の
計
十
点
に
対
し
て
書
誌
調
査
を
行

っ
た
注
２３
ｏ

石
井
氏
は
、
田
原
仁
左
衛
門
が
寛
永
十
九
年
に
五
山
版

『
爽
註
輔
教
篇
』
を
覆
刻
し
た
と
川
瀬
が
指
摘
す
る
の
に
よ

っ
て
、

『
禅
源
諮
詮
集
』

の
覆
刻
も
寛
永
十
九
年
頃
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
。
し
か
し
、
石
井
氏
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
駒
沢
大
学
所
蔵
の
、
嘉
元
三
年
識
語
を
持

つ

無
刊
記
本
の
奥
付
部
分
に
は
、

「山
城
之
国
相
楽
之
郡
木
津
之
庄
松
原
乞
食
／
時
寛
永
十
九
年
二
月
九
日
」
と
の
識
語
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
無
刊
記
本
は
寛
永
十
九
年
以
前
の
刷
り
に
違
い
な
い
。
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵

「寛
永
中
刊
本
」
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
駒
沢
大



学
蔵
本
と
同
じ
く
、
嘉
元
三
年
識
語
を
持

つ
無
刊
記
本
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に
は
書
き
入
れ
に
よ
る
識
語
の
類
は
な
か

っ
た
が
、

「寛
永
中
刊
本
」

と
判
定
し
た
根
拠
は
、
お
そ
ら
く
五
山
版
の
禅
宗
文
献
の
覆
刻
が
寛
永
年
間
に
盛
ん
に
行
わ
れ
た
と
す
る
川
瀬
の
説
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
と

も
か
く
、
こ
の
無
刊
記
本
は
、
寛
永
年
間
の
、
そ
れ
も
十
九
年
以
前
に
開
板
さ
れ
た
と
見
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
無
刊
記
本
と
、
も
う
ひ
と

つ
の
無
刊
記
本

・
田
原
本

・
平
野
屋
本
の
関
係
で
あ
る
が
、
夙
に
宇
井
伯
寿
が
言
及
し
て
い
る
。
宇
井

は
田
原
本
に
つ
い
て
解
説
す
る
中
で
、
こ
れ
と

「同

一
の
刊
本
と
見
ら
れ
る
も
の
の
中
に
は
刊
行
者
の
名
の
無
い
も
の
も
見
出
さ
れ
る
か
ら
、
少

な
く
と
も
同

一
版
木
が
二
回
以
上
刷
ら
れ
て
、　
一
度
は
刊
行
者
を
記
さ
な
い
こ
と
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
注
２４
ｏ
宇
井
が
嘉
元

三
年
識
語
を
持

つ
版
を
見
た
こ
と
が
あ

っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
現
物
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
覆
五
山
版
四
種
は
、
版
式

・
字
様

・
版

面
の
傷
な
ど
か
ら
み
て
、
み
な
同
版
と
み
て
間
違
い
な
い
。
版
面
の
傷
に
つ
い
て
い
う
と
、
嘉
元
三
年
の
識
語
を
持

つ
無
刊
記
本
が
も

っ
と
も
傷

が
少
な
く
、
そ
の
傷
は
無
刊
記
本

。
田
原
本

・
平
野
屋
本
に
も
存
在
し
た
。
次
に
傷
の
少
な
い
の
は
、
識
語
の
な
い
無
刊
記
本
で
あ

っ
た
と
２５
ｏ

ま
た
、
平
野
屋
本
に
あ

っ
て
田
原
本
に
な
い
傷
や
、
田
原
本
に
あ
る
も
の
の
、
平
野
屋
本
の
ほ
う
が
傷
が
大
き
い
場
合
も
数
力
所
確
認
で
き
た
の

で
、
田
原
本
の
ほ
う
が
平
野
屋
本
よ
り
早
い
時
期
に
刷
ら
れ
た
と
見
て
間
違
い
な
か
ろ
う
注
２６
ｏ
最
も
遅
く
に
刷
印
し
た
平
野
屋
に
版
木
が
移
行

し
た
時
期
は
、
駒
沢
大
学
蔵
の
平
野
屋
本
に

「元
禄
七
霜
月
良
日
／
濃
陽
吉
祥
南
陽
里
」
の
識
語
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
元
禄
七
年

（
一
六
九
四
）

を
そ
の
上
限
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
嘉
元
三
年
の
識
語
を
持

つ
無
刊
記
本
が
寛
永
年
間
、
そ
れ
も
十
九
年
以
前
に
開
板
さ
れ
、
寛
永

十
九
年
以
降
、
嘉
元
三
年
識
語
の
な
い
状
態
で
刷
ら
れ
、
さ
ら
に
版
木
が
田
原
仁
左
衛
門
の
手
に
渡

っ
て
刷
ら
れ
、
遅
く
と
も
元
禄
七
年
に
は
平

野
屋
佐
兵
街
の
手
に
渡

っ
て
刷
ら
れ
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
田
原
仁
左
衛
門
は
寛
永
元
禄
間

（
一
六
二
四
～

十
七
①
四
）
に
、
平
野
屋
佐
兵
衛
は
天
和
正
徳
問

（
一
六
人

一
～

一
七

一
六
）
に
、
と
も

に
京
都
二
条
通
り
に
店
を
か
ま
え
た
書
馨
で
あ
る
注
２７
ｏ
田
原
本
の
刊
記
は
、
巻
下
三
十
丁
裏
の
末
行
に

「
二
条
鶴
屋
町
田
原
仁
左
衛
門
刊
行
」

と
あ
る
が
、
こ
れ
は

一
見
し
て
埋
め
木
と
わ
か
る
。
版
の
刷
り
の
順
か
ら
い
つ
て
も
、
覆
刻
を
行

っ
た
の
は
嘉
元
三
年
の
識
語
を
持

つ
無
刊
記
本

を
開
板
し
た
人
物
で
あ

っ
て
、
そ
れ
は
田
原
仁
左
衛
門
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
よ

っ
て
今
ま
で
こ
れ
を
田
原
本
と
呼
び
習
わ
し
て
い
た
の
は
今
後
改



め
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
平
野
屋
本
の
刊
記
は
巻
下
三
十
丁
表
の
末
行
に

「平
野
屋
佐
兵
衛
開
板
」
と
あ
る
。
ぱ

っ
と
見
た
だ
け
で
は
わ
か
ら
な

い
が
、
刷
り
の
順
序
か
ら
考
え
て
、
こ
れ
も
埋
木
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
覆
五
山
版
の
テ
キ
ス
ト
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

石
井
氏
は
、
田
原
本
、　
つ
ま
り
覆
五
山
版
に
は
訓
点
や
異
本
の
校
合

（傍
注
）
が
存
す
る
こ
と
か
ら
、
五
山
版
を

「か
ぶ
せ
彫
り
」
し
た
も
の

で
は
な
い
と
す
る
と
２８
ｏ
五
山
版
の
書
影
と
覆
刻
本
を
見
比
べ
る
と
、
五
山
版
の
版
式
、
左
右
双
辺
、
有
界
、
単
魚
尾
白
口
が
、
覆
刻
本
で
は
双

辺
、
無
界
、
双
魚
尾
小
黒
口
と
な

っ
て
お
り
、
石
井
氏
の
い
う
通
り
、
決
し
て
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
覆
刻
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
両
本
の
字
様
は
大
変
よ
く
似
て
い
る
上
に
、
字
詰
も
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
五
山
版
に
こ
れ
ら
の
訓
点
や
傍
注
が
書
き
込
ま
れ
た
テ
キ
ス

ト
か
、
五
山
版
と
同
系
統
の
テ
キ
ス
ト
に
書
き
込
ま
れ
た
訓
点

（送
返
縦
点
）
や
傍
注

（校
異
）
を
五
山
版
に
移
植
し
て
、
字
詰

・
字
様
は
そ
の

ま
ま
に
覆
刻
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
訓
点
と
傍
注
は
い
か
な
る
来
歴
を
持

つ
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
ま
た
、
こ
れ
ら
が
書
き

込
ま
れ
た
テ
キ
ス
ト
と
は

一
体
い
か
な
る
テ
キ
ス
ト
だ

つ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ヒ
ン
ト
は
、
最
も
早
印
の
無
刊
記
本
に
附
刻
さ
れ
た
嘉
元
三
年
南
簡
識
語
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
識
語
が
覆
刻
本
の
来
歴
と
密
接
な
関
係
を
有

す
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
前
節
で
、
南
簡
と
慧
律
師
の
見
た

『
都
序
』
は
、
嘉
元
二
年
頃
、
東
大
寺
戒
壇
院
系
華
厳

学
を
鎌
倉
に
伝
え
た
智
照
に
よ

っ
て
将
来
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
戒
壇
院
で
伝
抄
さ
れ
て
き
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
た
。
こ
れ

に
や
や
遅
れ
て
、
智
照
の
弟
弟
子
、
湛
容
も
鎌
倉
に

『
都
序
』
を
携
行
し
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
う
考
え
た
根
拠
は
、
智
照

・
湛
容
が
鎌
倉
に
や
っ

て
き
て
以
後
に
そ
れ
ぞ
れ
著
わ
し
た

『
心
要
』
注
釈
書
に
、

『
都
序
』
が
引
用
さ
れ
て
い
た
点
に
あ

っ
た
。

つ
ま
り
戒
壇
院
系
華
厳
門
徒
の
間
に

伝
抄
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
と
覆
五
山
版
と
の
間
に
は
密
接
な
関
係
が
あ

っ
た
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
挙
げ
る

【智
照

・
湛
容

『
心
要
』
注
釈
書
所
引
本

・
覆
五
山
版
対
照
表
】
は
、
戒
壇
院
伝
抄
本
と
五
山
版
と
の
関
係
を
検
証
す
る
た
め
に
、

智
照

・
湛
容
の

『
心
要
』
注
釈
書
所
引
の

『
都
序
』
と
覆
五
山
版
と
を
比
較
対
照
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
検
証
に
入
る
前
に
、
智
照

・
湛
容

『
心
要
』
注
釈
書
の
テ
キ
ス
ト
の
問
題
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
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版

『
洞
玄
記
』
は
、
現
在
尊
経
閣
文
庫
に
抄
本

一
部
が
所
蔵
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
納
富
氏
に
よ
れ
ば
、
智
照
の
自
筆
で
こ
そ
な
い
も
の
の
、
智

照
が
何
者
か
に
依
頼
し
て
書
写
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
、
智
照
か
ら
湛
容
に
伝
領
さ
れ
、
智
照

・
湛
容
の
自
筆
書
き
入
れ
が
あ
る
と
い
う

由
緒
正
し
い
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、
納
富
氏
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
翻
刻
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

『
洞
玄
記
』
所
引

『
都
序
』
を

『
都

【智照・湛答 『′b要』注釈書所SI本,後五山版対照表】

凡例
一、智照 『心要i同玄記』・湛督 『″とヽ要察釈』とt)に納奮付天氏の翻刻 (前掲)に よる.
一、対照表中の丸数字は 『洞玄記』 '『纂釈』それぞれの引用順序を示tンたものであり、
こオ1′を 『都序』本文の1限序に並べ替えてある.
一、「( )」は双行注を示す。

0有 証有知者准禅源序此当法相教及北宗禅

之見也即禅源出説相数云 依 此上在之習修

唯諏観及六度四摂等行稿漸伏断煩1尚所矢ば1

障証二空所顕真知十地円満転八識成四智害

提真如障尽成法性身大浬傑解深徳等教 1本

経F黛1カ]唯設数百巻論所説之理不出此也乃至

ll識紋境与神lJRを、芸修′とヽ宗F何相符会云云

0無 照無情者性牌凛誰此不当三言1令宗及牛束

洪り1‖之見禅源亦出破相教云 無 智小無得無

業無報無修難証アウ五詰部岐若千余巻経及中

百P可等二論及よ百論等皆説此也此教与粋Pl

沢絶無寄宗全同云云

●禅源詮云 笠 実口之″b即足真性云々

縦督『心要傘釈』所け|『打;序』
。今性相工宗互相ナF者良由不ll■真心毎聞心字

将謂只是人識4く知人識但是英心随縁之義散

馬鳴以一心為法以真如仕減二円為義
・汎吾心皆略有四種究語各別翻訳亦殊一能利

悔耶此去内団心此是身中抗蔵心也 (貴庭経由i

蔵論皆説此′b)二 像ほ心此是′(識倶能縁ほ自

分境故 (色FL‐眼自分境乃五根身粒子器世界是

頼耶之境各縁一分敬云自分境也〉此人各有心

所於中技唯無記或通孝染経論之中日為心所

弛名心也謂吉心悪心寺=質 多耶此云集起心

唯第八識積集籠千生起現行枚 く決庭経五蔵論

目之為神西天外道計之為我皆是此識〉四乾栗

施耶此云堅実心亦去自実心此是東心也

・問既云性由丁了常 口々何須諸ゼ、開示答此言知

考不是証知意説真性不司位空木石被云知也

非如縁境分別之識井如照体 T達之官直足真

如之性自然常知故馬鳴苦薩云真如者自体真

箕識宍口花巌週向r吊亦云真如以R阜明為性

・空宗以諸iと無性為性性宗以隻明常住不笙之

体為'性

・有云硬悟頓修者此説上 上根性 (根勝破1吾)

楽欲 (欲勝故修)俣 勝一開千1吾得大招持一念

不生前後陳断 (断障女口斬一緑林万条頓断修徳

如染一頼格万条頓色荷沢云見無念体不逐物

生又云一念与本性相1応人万波縦宝門一時宗

用)此 人三業唯独自明了余人所不兄 (全剛二

Rt禄云空心不動R六 渡雄資法花云父母所生

8震徹見二十界)且 就事述而言之如十頭融大師

之授也此二P9有■意若因悟両修定解倍医IⅢケ

市悟是証1吾

G今 ′1生十日二宗互相非者良由不講真心毎聞心字

将謂只是八PRIt不知人識但足真心,1随縁之尭軟

馬鳴苦薩以一′とヽ為法以真如生滅二門為義

0汎 言心者略右四種究語祥別也翻訳亦殊―花

利陶耶此云内団心此是身中五肱工縁は,ぶ此是

人識倶能縁は自分境故三質多耶此去錠起心‖に

第八識也積集種子生起現行故□乾栗施耶此云

墜英心亦云貞実心此是真心也

OP判既云性白TT常 知何須諸仏開示答此言負い

な不是証知意説真性不同虚空木有故云知也非

如縁境分別之識非如R4林了進之智直是真女ロセ

性自然常知改馬鳴辛茂云真精白殊真実識知花

蔽廻向品亦云真如以熙明為性

0空 学以誌法無性為性″1生字以垂明常ll不空之

麻為性

0有 云頓悟頓修者此説上L智根性 (根勝放悟〉

楽欲 (欲勝改修〉倶勝一開千1吾得大惣持一念不

生前後際Lll(出i障如打一鋲株万修頓断イら篠如染
一鋲嶺万条順色市沢云兄無念体不速物生又一

念与本性神応八万技維籍P弓一時済用也)オヒノ、二

業唯独自明 r余人所不見 (金剛三味経云空心不

動具逆羅密法花言t父母所仕服耳縦兄二千界年

也)目就事跡而言之す回牛頭融大師之額也サLFLl有

:|ど若因1さ而修即た解格若因修而悟Pp定子に掛

智照『心要洞玄記』所引『都序』
・遂依此工空之智修1性識範及六度四摂等行漸

itti伏断煩悩所知二障証二空所頭真夕B十地円

満転人識成□智羊提也真如障尽成法性身大

浬築也解深密学放十本糧嫌4hl唯訣数百巻論

所説之理不出此也lし上二類都れ第一をiま伝

性説相数然唯第二将識破境年禅門目事修“b

宗i而相符会
・無智小無得無業無料無修無証生死浬焼平等

女は均但以不住一切無執無宕而為道行講部破

若千余巻雑及中高円等=論 及広百論等皆説

此也 (智度論百巻亦説此理論主通達不執故該

ll・K大小乗法制結同後真性宗也〉此教与禅門沢

絶無各宗企同
・如足開示霊知之心即是真性与仏無異



序
』
の
諸
本
と
比
較
す
る
と
、
誤
脱
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
②
に

「也
」
字
の
脱
落
が
見
ら
れ
る
く
ら
い
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、

『纂
釈
』
は
、

納
富
氏
に
よ
れ
ば
、
交
尊
な
る
僧
が
康
永
元
年

（
一
三
四

一
）
に
東
大
寺
戒
壇
院
新
方
丈
西
面
寮
で
書
写
し
た
も
の
に
基
づ
い
た
た
め
、

「テ
キ

ス
ト
が
善
本
で
な
か
っ
た
か
、
も
し
く
は
筆
者
の
不
注
意
に
よ
る
も
の
か
、
誤
字

・
脱
字
が
随
所
に
見
ら
れ
る
」
と
い
う
。
確
か
に
、

『
纂
釈
』

所
引

『
都
序
』
を

『
都
序
』
の
諸
本
と
比
較
す
る
と
、
④
諸
本
が

「五
蔵
心
也
」
に
作
る
と
こ
ろ
、

『
纂
釈
』
だ
け

「心
也
」
二
年
を
脱
し
、
②

「空
宗
」

「性
宗
」
の

「宗
」
を
諸
本
み
な

「宗
」
に
作
る
の
に
、

『
纂
釈
』
だ
け

「字
」
に
作
り
、
⑤

「
万
条
」
の

「条
」
を
諸
本
み
な

「条
」

に
作
る
の
に
、

『
纂
釈
』
だ
け

「修
」
に
作
る
等
、
数
え
あ
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
。
こ
れ
は
湛
容
の
見
た
テ
キ
ス
ト
の
問
題
と
い
う
よ
り
は
、
納

富
氏
の
い
う
通
り
、

『
纂
釈
』
の
伝
抄
過
程
で
生
じ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
湛
容
の
見
た

『
都
序
』
の
テ
キ
ス
ト
を
考
え
る
上
で
、
参
考
と
は
し

が
た
い
。
重
要
な
の
は
、
こ
れ
ら
誤
脱
を
除
い
た
テ
キ
ス
ト
の
異
同
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て

『
纂
釈
』
所
引

『
都
序
』
と
、

『
都
序
』
諸
本
と

の
親
近
を
見
極
め
る
こ
と
が
可
能
な
は
ず
で
あ
る
。

次
の
表
は
、

『
洞
玄
記
』

・
『
纂
釈
』
所
引

『
都
序
』
と
、

『
都
序
』
諸
本
と
の
異
同
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ

う
に
、

『
洞
玄
記
』
所
引

『
都
序
』
は
五
山
版

・
覆
五
山
版
と
完
全
に

一
致
し
て
お
り
、
智
照
が
見
た
の
は
五
山
版
と
同
系
統
の
テ
キ
ス
ト
だ

っ

た
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
に
対
し
、

『纂
釈
』
は
③
を
見
る
限
り
五
山
版

・
覆
五
山
版
と
完
全
に

一
致
す
る
が
、
①
⑤
に
は

『
纂
釈
』
を
含
め
た

他
の
テ
キ
ス
ト
と
比
べ
、
五
山
版

・
覆
五
山
版
だ
け
異
な
る
部
分
が
数
多
く
存
在
す
る
。
要
す
る
に
、

『
洞
玄
記
』

。
『
纂
釈
』
所
引

『
都
序
』

は
、
五
山
版

・
覆
五
山
版
と
だ
け
共
通
す
る
部
分
を
数
多
く
持

つ
も
の
の
、

『
都
序
』
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
全
く
異
質
の
部
分
も
有
す
る
こ
と

に
な
る
。
こ
の
状
況
は
、

『
洞
玄
記
』

・
『
纂
釈
』
所
引

『
都
序
』
と
、
五
出
版

・
覆
五
出
版
と
が
共
通
の
祖
本
を
持
ち
な
が
ら
、
流
伝
の
過
程

で
枝
分
か
れ
し
て
い
っ
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

ワ
空



I智照・湛容 『心要』注釈書所引本・『都序』諸本異同対照表】

凡例

一、 「南宋刊本系統」は、南宋刊本未見のため、石井修道 ・小川隆 「『禅源諮詮集都序』

の訳注研究」の校記によつたし商宋刊本に欠いている箇所 『纂釈』①④⑤は、商宋刊本

の重刊本のひとつである弘治六年朝鮮刊本によった。

一、 「明蔵本系統」は、永楽北蔵本と嘉興蔵本によったc

『心要洞玄記』 五山版 覆五山版 南宋刊本系統 明蔵本系統

1 ② 破境 破境 破境 破境 破境教

② 相符会 相待会 相符会 相符会 相扶会

0 三論及広百論 二論及広百論 二論及広百論 二論広 百 二論広百論

① 即是真性 即是真性 即是真性 Pp真性 即是真性

『心要纂釈』 五山版 覆五山版 南栄刊本系統 明蔵本系統

1 0 真′い。上 真心 真′b 真心上 真心上

① 馬鳴菩薩 馬鳴 馬鳴 馬鳴菩薩 馬鳴菩薩

③ 問上既云 間既云 問既云 問上既云 問上既云

③ 真夕口之性 真如之性 真如之性 真如之性 一真如之性

③ 以照明為性 以照明為性 以照明為性 照明為性 照明為性

③ 人万波羅蜜門 人万波羅蜜門 八万波羅蜜門 八万波羅蜜行
便呉河沙功徳人

万四千波羅蜜門

⑤ 所不見 所不見 所不見 所不及 所不見

③ 法花説 法華云 法花云 法華説 法華亦説

⑤ 眼 耳 日長 8民 眼□ 眼耳

③ 二千界等也 二千界 三千界 三千界等也 二千界等也

⑤ 此門 此門 サヒ三二F母 此 門

③ 即是解悟 是解ほ 是解悟 即是解悟 即是解悟

⑤ 若因修而悟 因修而悟 因修而悟 若因修而悟 若因修而悟

③ 即是証悟 是証1吾 是証悟 即是証悟 PP是証悟
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前
節
で
推
測
し
た
よ
う
に
、
智
照

・
湛
容
が
見
た

『
都
序
』
は
、
円
爾
弁
円
将
来
本
が
伝
抄
さ
れ
て
東
大
寺
戒
壇
院
に
伝
わ

っ
た
テ
キ
ス
ト
だ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
に
対
し
、
五
山
版
の
方
は
臨
済
宗
妙
龍
に
よ

っ
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
底
本
は
妙
龍
の
師
承
に
あ
ま
た
存
在

す
る
入
宋
僧

・
入
元
僧

・
渡
来
僧
に
よ
っ
て
将
来
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
先
述
の
よ
う
に
、
妙
龍
の
師
承
を
遡
れ
ば
、
入
宋
し
て

無
準
師
範
の
法
嗣
と
な

っ
た
弁
円
に
行
き
着
く
の
で
あ
る
。　
つ
ま
り
戒
壇
院
系
伝
抄
本
と
五
山
版
は
、
弁
円
将
来
本
と
い
う
共
通
の
祖
本
か
ら
枝

分
か
れ
し
た
も
の
だ

っ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
注
２９
ｏ
そ
う
仮
定
し
た
場
合
、
両
本
に
異
同
が
生
じ
た
原
因
は
、
ひ
と

つ
に
は
、
臨
済
宗

・

華
厳
宗
と
い
う
異
な
る
環
境
で
伝
抄
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
だ

っ
た
か
ら
で
あ
り
、
も
う
ひ
と

つ
に
は

『
洞
玄
記
』

・
『
纂
釈
』
が
十
四
世
紀
初
頭
の

テ
キ
ス
ト
を
反
映
す
る
の
に
対
し
、
五
山
版
は
十
四
世
紀
半
ば
の
テ
キ
ス
ト
を
反
映
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
伝
抄
に
費
や
し
た
約
五
十
年
の
歳
月

の
差
が
、
五
山
版
に
よ
り
多
く
の
誤
脱
を
発
生
さ
せ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
あ
る
ま
い
。

『
洞
玄
記
』

・
『
纂
釈
』
所
引

『
都
序
』
と
、
五
山

版

・
覆
五
山
版
の
異
同
状
況
は
、
こ
の
弁
円
将
来
本
の
系
譜
を
ま
さ
し
く
反
映
さ
せ
た
も
の
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
の
点
か
ら
、
五
山
版
の
底
本
は
、
弁
円
将
来
本
系
統
の
う
ち
臨
済
宗
内
で
伝
抄
さ
れ
て
き
た
テ
キ
ス
ト
だ

っ
た
と
推
測
し
て
み
た
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
五
山
版
の
覆
刻
に
当
た

っ
て
、
こ
の
臨
済
宗
伝
抄
本
系
統
の
テ
キ
ス
ト
に
、
東
大
寺
戒
壇
院
に
連
な
る
と
お
ぼ
し
き
南
簡
の
識
語

が
附
さ
れ
た
の
は
、　
一
体
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
単
純
に
考
え
れ
ば
、
覆
刻
に
携
わ

っ
た
人
物
が
戒
壇
院
と
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
た
こ

と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。　
つ
ま
り
戒
壇
院
に
繁
が
り
の
あ
る
人
物
が
五
山
版

『
都
序
』
の
覆
刻
を
計
画
し
、
自
派
の
識
語
を
付
け
加
え
た
と
推

測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
覆
五
山
版
に
附
さ
れ
た
訓
点
や
傍
注
も
、
戒
壇
院
で

『
都
序
』
の
受
容
以
来
伝
承
さ
れ
て
き
た
も
の
が

取
り
込
ま
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
も
し
そ
う
だ
と
す
る
と
、
五
山
版
の
妙
龍
の
刊
記
を
残
し
て
お
く
と
、
覆
五
山
版
を
見
た
人
は
、
こ

の
訓
点

・
傍
注
を
臨
済
宗
伝
承
の
訓
点

・
傍
注
で
あ
る
と
誤
解
し
か
ね
な
い
。
そ
の
た
め
妙
龍
の
刊
記
を
削
除
し
て
、
自
派
の
識
語
を
附
刻
す
る

に
至

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

い
ま
、
そ
の
傍
証
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、
覆
五
山
版
に
傍
注
の
形
で
附
刻
さ
れ
る
校
異
が
朝
鮮
覆
宋
刊
本
と

一
致
す
る
と
い
う
宇
井
の
対
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校
結
果
と
、
高
山
寺
蔵
南
宋
刊
本
と
朝
鮮
覆
宋
刊
本
の
本
文
が
ほ
ぼ

一
致
す
る
と
い
う
石
井
氏
の
対
校
結
果
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
覆
五
山
版
の
校

異
全
二
十
例
に
つ
い
て
、
高
山
寺
蔵
本

・
朝
鮮
本
、
そ
れ
に
明
蔵
本
の
本
文
と
比
較
し
て
み
た
注
３０
。
そ
の
結
果
、
校
異
が
、
高
山
寺
蔵
本

・
朝

鮮
本
と

一
致
し
て
明
蔵
本
と

一
致
し
な
い
ケ
ー
ス
が
五
例
、
朝
鮮
本
と

一
致
し
て
高
山
寺
蔵
本

・
明
蔵
本
と

一
致
し
な
い
ケ
ー
ス
が

一
例
、
三
本

の
い
ず
れ
と
も

一
致
す
る
ケ
ー
ス
が
十
五
例
、
い
ず
れ
と
も

一
致
し
な
い
ケ
ー
ス
が

一
例
あ

っ
た
。
ま
た
高
山
寺
蔵
本
が
欠
丁
の
た
め
に
、
朝
鮮

本

・
明
蔵
本
と
だ
け
比
較
し
た
部
分
に
つ
い
て
み
る
と
、
朝
鮮
本
と

一
致
し
て
明
蔵
本
と

一
致
し
な
い
ケ
ー
ス
が
三
例
、
い
ず
れ
と
も

一
致
す
る

ケ
ー
ス
が
五
例
あ

っ
た
。
三
本
の
い
ず
れ
と
も

一
致
す
る
ケ
ー
ス

（宋
版
欠
丁
の
ケ
ー
ス
を
含
む
）
が
多

い
の
は
、
こ
の
三
本
が
と
も
に
萎
休
親

筆
本
系
統
の
テ
キ
ス
ト
だ
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
な
か
に
高
山
寺
蔵
本

・
朝
鮮
本
が

一
致
し
て
明
蔵
本
が

一
致
し
な
い
ケ
ー
ス
が
含
ま
れ
る
の
は
、

明
蔵
本
の
底
本
が
元
大
徳
七
年
に
校
定
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
だ
か
ら
で
あ
る
。
よ

っ
て
、
校
異
中
に
、
高
山
寺
蔵
本

・
朝
鮮
本
と

一
致
し
て
明
蔵
本

と

一
致
し
な
い
ケ
ー
ス
が
存
す
る
の
は
、
こ
の
校
異
に
用
い
ら
れ
た
テ
キ
ス
ト
が
、
菱
休
親
筆
本
系
統
の
テ
キ
ス
ト
の
う
ち
、
大
徳
七
年
に
校
定

さ
れ
る
以
前
の
も
の
で
あ
り
、
高
山
寺
蔵
本

・
朝
鮮
本
と
非
常
に
親
し
い
関
係
に
あ

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
系
統
の
テ
キ
ス
ト
は
、
現
在
確
認
さ
れ
る
限
り
、
高
山
寺
蔵
本
し
か
日
本
に
伝
入
さ
れ
た
形
跡
が
見
当
た
ら
な
い
。
な
お
か

つ
、
先
述
の
よ
う
に
、
高
山
寺
蔵
本
が
抄
写

・
覆
刻
を
経
て
外
部
に
伝
わ

っ
た
形
跡
も
見
当
た
ら
な
い
。
よ
っ
て
覆
五
山
版
の
校
異
は
高
山
寺
蔵

本
に
よ

っ
て
な
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
全
く
の
臆
測
だ
が
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
智
照
は
東
大
寺
戒
壇
院
凝
然
の

高
足
で
あ
り
な
が
ら
、
高
山
寺
系
華
厳
学
の
影
響
を
強
く
受
け
、
弘
安
七
年

（
一
二
人
四
）
に
は
高
山
寺
に
居
し
て
い
た
こ
と
さ
え
あ
る
。
こ
の

時
期
に
、
智
照
が
高
山
寺
に

『
都
序
』
の
戒
壇
院
伝
抄
本
を
持
ち
込
み
、
高
山
寺
蔵
本
と
校
勘
し
て
、
そ
の
結
果
を
戒
壇
院
伝
抄
本
に
書
き
付
け

た
も
の
が
、
め
ぐ
り
め
ぐ

っ
て
覆
五
山
版
に
取
り
込
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
が
あ

っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
先
述
の
鎌
倉
松
谷
寺
を
仲
介

と
し
た
智
照
と
覆
五
山
版
の
関
係
か
ら
考
え
て
、
こ
の
臆
測
も
あ
な
が
ち
検
討
は
ず
れ
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

な
お
覆
五
山
版
に
、
鎌
倉
松
谷
寺
の
関
係
者
と
お
ぼ
し
き
南
商
の
識
語
が
附
さ
れ
て
い
る
点
に
着
目
す
れ
ば
、
も
し
か
す
る
と
、
こ
の
覆
刻
自

体
、
鎌
倉
で
行
わ
れ
た
可
能
性
が
出
て
く
る
。
も
し
そ
う
だ
と
す
る
と
、
そ
の
版
木
が
ど
う
い
っ
た
経
緯
で
京
都
の
田
原
仁
左
衛
門
や
平
野
屋
佐
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兵
衛
の
手
に
渡

っ
た
の
か
と
い
う
新
た
な
疑
問
が
生
じ
て
く
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
の
和
刻
本
出
版
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら

し
た
黄
柴
版
大
蔵
経
の
開
板
印
造
が
絡
ん
で
く
る
。

３

黄
実
版
大
蔵
経
本
二
種

黄
柴
版
大
蔵
経
は
、
寛
文
九
年

（
一
六
六
九
）
か
ら
天
和
元
年

（
一
六
人

一
）
に
か
け
て
、
宇
治
の
黄
柴
山
万
福
寺
宝
蔵
院
で
、
鉄
眼
道
光
に

よ
っ
て
募
縁

。
開
板
さ
れ
た
。
そ
の
底
本
に
嘉
興
版
大
蔵
経
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
刷
り
の
早
い
も
の
の
な
か
に
は
、

嘉
興
蔵
本
で
は
な
く
、
和
刻
本
等
が
か
わ
り
に
用
い
ら
れ
、
後
の
刷
り
に
な

っ
て
嘉
興
蔵
本
の
覆
刻
に
す
げ
替
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。

黄
柴
蔵
中
で
最
も
早
く
に
刷
ら
れ
た
の
は
、
正
明
寺
所
蔵
本
で
あ
る
。
松
永
知
海

「後
水
尾
法
皇
下
賜
正
明
寺
蔵
初
刷

『
黄
柴
版
大
蔵
経
』
目

録
」
に
よ
れ
ば
、
そ
の

『
都
序
』
は
二
巻
本
で
、
紙
数
は

一
巻
目
が
四
十

一
丁

（う
ち
序
が
四
丁
）
、
二
巻
目
が
三
十
丁
、
千
字
文
は
な
い
と
い

う
。
未
見
で
あ
る
が
、
こ
の
巻
数

・
紙
数

・
千
字
文
の
有
無
は
覆
五
山
版
と

一
致
す
る
と
３‐
。
こ
れ
に
対
し
、
元
禄
期
の
刷
り
と
い
わ
れ
る
獅
谷

法
然
院
所
蔵
の
黄
柴
蔵
所
収
の

『
都
序
』
注
３２
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
果
た
し
て
覆
五
山
版
で
あ

っ
た
。
し
か
も
覆
五
山
版
の
四
種
の
刷
り
本
の

う
ち
、
二
番
目
に
当
た
る
識
語
の
な
い
無
刊
記
本
で
あ
り
、
版
面
の
傷
の
状
態
か
ら
み
て
、
駒
沢
大
学
蔵
本
よ
り
や
や
後
印
で
、
家
蔵
本
と
ほ
ぼ

同
時
期
に
刷
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
つ
た
。
よ

っ
て
黄
柴
蔵
最
初
期
の
刷
り
本
で
あ
る
正
明
寺
蔵
本
も
、
識
語
の
な
い
無
刊
記
本
で
あ

る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
黄
柴
版

『
都
序
』
に
は
、
こ
の
覆
五
山
版
の
他
に
、
嘉
興
蔵
の
覆
刻
本
が
存
在
す
る
。
家
蔵
の
覆
嘉
興
蔵
版
に
は
、
刊
記
は
な
い

も
の
の
、
版
式
か
ら

一
見
し
て
嘉
興
蔵
の
覆
刻
と
わ
か
る
体
裁
と
な

っ
て
い
て
、
分
巻
方
法
も

一
致
す
る
。
文
政
期
の
刷
り
で
あ
る
上
越
教
育
大

学
所
蔵
の
黄
柴
蔵
所
収
の

『
都
序
』
も
、
分
巻

・
各
巻
の
丁
数
が
家
蔵
本
と
完
全
に

一
致
す
る
か
ら
注
３３
ヽ
こ
の
家
蔵
本
は
黄
柴
蔵
の
離
れ
本
で

あ
る
と
見
て
よ
い
。
ま
た
嘉
興
蔵
の
覆
刻
と
は
い
え
、
送
仮
名

・
返
点

。
縦
点
が
加
え
ら
れ
て
い
る
点
、
嘉
興
蔵
の
元
版
三
序

（先
述
の
釈
惟
大

・
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郭
文
原

・
賣
汝
舟
の
三
序

の
こ
と
）
が
な
い
点
と
、
嘉
興
蔵
で
は
元
版
三
序
か
ら
巻
上
之

一
の
末
ま
で
が
通
し
で
丁
付
け
さ
れ
る
の
に
、
黄
柴
版

で
は
、
萎
休
序
が

一
丁
か
ら
三
丁
で
、
巻
上
之

一
は
再
び

一
丁
か
ら
始
ま
る
点
が
、
嘉
興
蔵
本
と
異
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
覆
刻
に
用
い
た
嘉

興
蔵
本
に
元
版
三
序
が
な
か
っ
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
し
、
家
蔵
の
黄
柴
蔵
本
だ
け
こ
れ
を
欠
く
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
他
の
黄
柴
蔵
本
を
見
て

い
な
い
の
で
、
正
確
な
と
こ
ろ
は
わ
か
ら
な
い
。
他
の
三
巻
の
丁
づ
け
は
嘉
興
蔵
本
と
全
く
同
じ
で
、
し
か
も
字
様
も
よ
く
似
て
い
る
の
で
、
嘉

興
蔵
の
覆
刻
と
見
て
間
違
い
な
い
。

さ
て
、
黄
柴
蔵
本

『
都
序
』
に
二
種
の
版
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
当
初
は
覆
五
山
版
の
入
れ
版
に
よ

っ
て
す
ま
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
そ
の

印
造
の
過
程
で
、
覆
嘉
興
蔵
本
に
改
刻
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
こ
で
次
に
、
こ
の
改
刻
が
い
つ
頃
行
わ
れ
た
か
を
考
え
て
み
た
い
。

覆
五
山
版
四
種
の
刷
り
順
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
嘉
元
三
年
識
語
の
あ
る
無
刊
記
本
、
識
語
の
な
い
無
刊
記
本
、
田
原
仁
左
衛
門
本
、
平
野

屋
佐
兵
衛
本
で
あ
り
、
最
も
刷
り
の
遅
い
平
野
屋
本
の
刷
り
年
の
上
限
は
、
そ
の
識
語
か
ら
元
禄
七
年
と
わ
か
る
。
こ
の
う
ち
黄
葉
蔵
に
入
れ
版

さ
れ
た
の
は
、
識
語
の
な
い
無
刊
記
本
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
そ
の
版
木
は
元
禄
七
年
ま
で
の
間
に
、
田
原

・
平
野
屋
と
二
度
蔵
版
者
を
代
え
て

刷
ら
れ
て
い
る
。　
つ
ま
り
覆
五
山
版
は
、
元
禄
七
年
よ
り
も
や
や
早
い
時
期
、　
つ
ま
り
黄
柴
蔵
印
造
の
か
な
り
早
い
時
期
に
す
で
に
黄
柴
蔵
か
ら

は
ず
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
覆
五
山
版
が
は
ず
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
か
わ
り
の
版
木
が
黄
柴
蔵
に
取
り
込
ま
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
こ
で
い
う

「か
わ
り
の
版
木
」
と
は
、
覆
嘉
興
蔵
本
の
こ
と
で
あ
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
覆
五
山
版
の
代
わ
り
に
す

る
意
味
が
な
い
。

ま
た
元
禄
期
の
刷
り
で
あ
る
法
然
院
本
で
は
依
然
と
し
て
覆
五
山
版
が
入
れ
版
さ
れ
て
い
る
。
松
永
氏
に
よ
れ
ば
、
黄
柴
蔵
は
購
入
者
に
対
し

全
蔵
を

一
括
納
入
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
数
回
に
分
け
て
分
納
し
て
い
た
こ
と
が

『
全
蔵
漸
請
千
字
文
朱
点
』
と
い
う
納
入
台
帳
に
よ

っ
て
わ

か
る
と
の
こ
と
で
あ
る
と
３４
ｏ
ま
た
ヽ
印
刷
に
か
か
る
手
間
か
ら
考
え
て
、
注
文
が
あ
る
ご
と
に

一
蔵

一
蔵
刷
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
黄
柴
蔵

を
刷
る
場
合
、

一
度
に
あ
る
程
度
ま
と
ま

っ
た
部
数
が
刷
ら
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
入
れ
版
が
覆
嘉
興
蔵
本
に
改
刻
さ
れ
る
場
合
、

改
刻
の
完
成
し
た
時
点
で
、
入
れ
版
に
よ
る
印
造
分
が
ま
だ
残

っ
て
い
る
こ
と
も
あ

っ
た
に
ち
が
い
な
く
、
さ
ら
に
は
入
れ
版
の
ま
ま
納
入
さ
れ

戸
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る
こ
と
も
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
３５
ｏ
ま
た
改
刻
が
完
成
す
れ
ば
入
れ
版
の
版
木
は
た
だ
ち
に
不
要
と
な
る
の
だ
か
ら
、
入
れ
版
に
よ
っ
て
納

入
さ
れ
た
時
期
と
、
そ
の
版
木
が
書
騨

へ
移
行
し
た
時
期
と
の
間
に
は
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。　
つ
ま
り
法
然
院
本
が
元
禄
期
の
納

入
だ

っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
頃
に
は
覆
嘉
興
蔵
本
が
す
で
に
完
成
し
、
覆
五
山
版
の
版
木
が
日
原
の
所
有
に
帰
し
、
田
原
の
名
義
で
印
造
さ
れ
て

い
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
の
で
あ
る
と
３６
ｏ

以
上
の
点
か
ら
考
え
て
、
覆
嘉
興
蔵
本
の
完
成
は
、
黄
柴
蔵
の
完
成
し
た
天
和
元
年
か
ら
そ
う
遠
く
な
い
時
期
、
遅
く
と
も
元
禄
初
期
に
あ

つ

た
と
見
ら
れ
る
。

次
に
、
覆
五
山
版
の
開
板
か
ら
黄
柴
蔵
に
入
れ
版
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
前
節
で
論
じ
た
覆
五
山
版
前
史
に
つ

い
て
、
ざ

っ
と
お
さ
ら
い
し
て
お
く
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
弁
円
将
来
本
は
、
臨
済
宗
門
徒
の
間
で
広
ま
る

一
方
、
東
大
寺
戒
壇
院
系
華
厳
学

門
徒
の
間
に
受
容
さ
れ
た
。
後
者
に
よ
っ
て
伝
抄
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
は
、
十
四
世
紀
初
頭
、
鎌
倉
松
谷
寺
に
伝
わ

っ
て
識
語
が
書
か
れ
、
十
四
世

紀
半
ば
に
は
前
者
に
よ
っ
て
伝
わ

っ
た
テ
キ
ス
ト
を
底
本
と
し
て
臨
済
宗
の
妙
龍
に
よ

っ
て
開
板
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
寛
永
年
間
の
十
九
年
以
前

に
、
五
山
版
を
底
本
に
、
鎌
倉
松
谷
寺
で
書
か
れ
た
識
語
と
、
東
大
寺
戒
壇
院
に
伝
わ

っ
た
訓
点

・
傍
注
と
が
附
さ
れ
て
覆
刻
さ
れ
た
。
そ
の
開

板
地
は
、
覆
五
山
版
中
に
明
記
さ
れ
な
い
も
の
の
、
東
国
鎌
倉
か
、
戒
壇
院
の
あ
る
奈
良
か
、
も
し
く
は
黄
柴
蔵
開
板
の
地
に
し
て
田
原
仁
左
衛

門
等
も
店
を
構
え
て
い
た
京
都
だ

っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
覆
五
山
版
の
開
板
か
ら
京
都
で
黄
柴
蔵
に
入
れ
版
さ
れ
る
ま
で
の
経
過
と

し
て
は
、

一
、
戒
壇
院
系
華
厳
学
の
門
流
に
よ

っ
て
、
嘉
元
三
年
識
語
と
訓
点

・
傍
注
が
加
え
ら
れ
て
、
奈
良
か
京
都
で
覆
刻

・
印
刷
さ
れ
た
後
、
黄
柴

蔵
に
入
れ
版
さ
れ
た
。

二
、
戒
壇
院
系
華
厳
学
の
門
流
に
よ

っ
て
、
嘉
元
三
年
識
語
と
訓
点

・
傍
注
が
加
え
ら
れ
て
、
鎌
倉
で
覆
刻

・
印
刷
さ
れ
た
後
、
黄
柴
蔵
に
入

れ
版
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
、
京
都
に
版
木
が
移
さ
れ
た
。

上
記
の
二
つ
の
ケ
ー
ス
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
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な
お
覆
五
山
版
の
無
刊
記
本
か
ら
識
語
が
無
く
な

っ
た
原
因
に
つ
い
て
は
、
版
木
が
譲
渡
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
不
可
抗
力
に
よ

っ
て
失
わ
れ
た

か
、
黄
柴
蔵
に
入
れ
版
さ
れ
る
過
程
で
、
何
ら
か
の
理
由
で
識
語
が
邪
魔
と
な

っ
て
削
ら
れ
た
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
黄
柴
蔵
に
町
版
が
入

れ
版
さ
れ
る
際
、
邦
人
序
政
が
ど
う
扱
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
調
査
に
ま
ち
た
い
。

４

元
禄
十

一
年
江
戸
釈
喜
雲
重
刊
本

和
刻
本
の
最
後
を
飾
る
の
は
、
大
正
蔵
本
の
校
本
に
用
い
ら
れ
た
元
禄
十

一
年
刊
本
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
校
本
と
は
大
谷
大
学
所
蔵
本

の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
同
版
が
松
ヶ
岡
文
庫
に
も
所
蔵
さ
れ
、
今
回
、
前
者
の
書
影
を
入
手
し
、
後
者
の
書
誌
調
査
を
行

っ
た
。
上
下
二
巻
、

無
界
人
行
十
六
字
注
文
小
学
双
行
、
無
魚
尾
上
白
口
下
小
黒
口
、
眉
注
、
句
送
返
縦
四
声
点
、
元
版
三
序
が
な
く
、
巻
下
の
巻
末
に
釈
契
玄

「後

記
」
、
釈
道
需

（
十
六

十
五
～

一
七
①
二
）
の
識
語
、

「助
刻
芳
名
開
後
」
と
題
す
る
康
熙
三
年
釈
道
宗
識
語
が
あ
り
、
末
丁
の
表
に
は
次
の
よ

う
な
釈
喜
雲

（？
～

一
七

十
七
）
の
政
が
あ
る
。

禅
詮
都
序
、
斯
土
旧
刻
、
抄
襲
仮
冒
、
字
脚
多
駁
。
是
以
覧
者
往
往
病
諸
依
違
、
鼓
山
需
公
考
蔑
諸
本
、
振
刷
清
萱
、
於
焉
東
猜
西
疑

一
旦

氷
釈
。
余
頃
獲
者
法
宝
服
謄
弗
措
、
遂
欲
画
二
利
之
門
。
就
其
原
本
、
側
点
国
字
、
以
付
制
囲
、
伝
之
手
不
朽
。
糞
便
於
兄
弟
七
日
之
宗
説
、

人
人
会
教
海
、
個
個
徹
禅
源
。
元
禄
戊
寅
午
仲
冬
初

一
日
東
武
万
年
山
比
丘
喜
雲
拝
手
識
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
元
禄
十

一
年
刊
本
は
、
喜
雲
が
道
需
校
刊
本
を
得
て
訓
点
を
附
し
て
重
刊
し
た
も
の
で
あ
り
、
現
に
、
題
練

・
版
心
上
部
に
は

「扶
桑
／
重
刻
」
四
字
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
底
本
た
る
道
需
校
刊
本
は
、
現
在
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
に
所
蔵
さ
れ
る
。
さ
ら
に
喜
雲

の
政
の
一異
に
は

「元
禄
十

一

〈戊
／
寅
〉
十

一
月
吉
日
／
江
府
日
本
橋
南

一
町
目
／
須
原
屋
茂
兵
衛
梓
」
の
刊
記
が
あ
る
。
喜
雲
は
、
丹
崖
喜
雲

の
こ
と
で
、
万
年
山
は
曹
洞
宗
の
江
戸
三
カ
寺
と
い
わ
れ
た
芝
の
青
松
寺
の
出
号
で
あ
り
、
元
禄
十

一
年

（
一
六
九
人
）
は
道
需
校
刊
本
が
出
版

さ
れ
た
三
十
四
年
後
に
当
た
る
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
系
統
、
す
な
わ
ち
道
需
校
刊
本
の
系
統
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
結
論
だ
け

記
し
て
お
く
と
３７
ｏ
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道
需
は

『
都
序
』
の
校
訂
に
当
た

っ
て
、
雲
棲
本

（釈
献
宏

（
十
五
二
五
～

十
六

一
五
）
が
萎
休
親
筆
本
系
統
の
テ
キ
ス
ト
を
底
本
に
用
い
て

刷
定
し
た
テ
キ
ス
ト
）

・
南
蔵
本

（永
楽
南
蔵
第
二
次
続
刻
本
）

・
槻
厳
本

（嘉
興
蔵
本
。
南
蔵
本
と
と
も
に
大
徳
七
年
刊
本
系
統
の
テ
キ
ス
ト
）

の
三
本
を
用
い
た
と
み
ず
か
ら
政
中
で
述
べ
、
さ
ら
に
献
宏
剛
定
本
の
非
を
指
摘
す
る
が
、
そ
の
実
態
は
と
い
う
と
、
献
宏
刷
定
本
に
よ
る
こ
と

が
多
い
注
３８
ｏ
そ
れ
は
、
道
需
の
政
に

「然
後
知
非
出
大
師
筆
、
或
大
師
化
後
、
門
人
所
刻
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
道
需
は
献
宏
刷
定
本
の
欠
点

を
献
宏
の
門
人
の
責
任
と
み
な
し
た
た
め
に
、
献
宏
刷
定
本
を
底
本
と
し
て
、
そ
の
欠
点
を
明
蔵
本
二
本
で
補
訂
し
た
か
ら
で
あ
る
と
推
測
さ
れ

ス０
。当

時
、
す
で
に
覆
五
山
版
が
普
及
し
、
黄
柴
蔵
の
覆
嘉
興
蔵
本
も
完
成
し
て
い
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
喜
雲
が
あ
え
て
道
需
校
刊
本
の
重
刊

に
踏
み
切

っ
た
の
は
、
こ
れ
ら
当
時

の
普
及
本
に
誤
り
が
多
い
こ
と
を
憂
え
て
い
た
か
ら
ば
か
り
で
な
く

（
「斯
土
旧
刻
、
抄
襲
仮
冒
、
字
脚
多

駁
」
）
、
こ
れ
ま
で

『
都
序
』
の
出
版
に
か
か
わ

っ
た
の
が
、
臨
済
宗

・
華
厳
宗

・
黄
柴
宗
と
い
っ
た
他
宗
ば
か
り
で
あ

つ
た
な
か
で
、
曹
洞
宗

と
し
て
初
め
て
開
板
さ
れ
た

『
都
序
』
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、
か
つ
清
初
の
著
名
な
学
僧
道
需
に
よ
っ
て
校
勘
が
加
え
ら
れ
た
テ
キ
ス
ト
で
あ

っ

た
こ
と
が
大
き
か

っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

四
　
お
わ
り
に

以
上
、

『
都
序
』
の
日
本

へ
の
伝
入

・
受
容
の
経
過
と
、
和
刻
本
の
出
版
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。

『
都
序
』
が
日
本
に
伝
入
さ
れ
は
じ
め
た
の
は
、
お
そ
ら
く
華
厳
宗
の
明
恵
高
弁
を
開
基
と
す
る
栂
尾
高
山
寺
に
将
来
さ
れ
た
南
宋
刊
本
で
あ

ろ
う
。
そ
の
後
ま
も
な
く
、
宋
朝
禅
の
流
入

・
受
容
に
伴
い
、
お
も
に
臨
済
宗
の
入
宋
僧
や
渡
来
僧
等
に
よ
っ
て
禅
籍
と
し
て
将
来
さ
れ
、
禅
僧

の
間
で
禅
宗
文
献
と
し
て
流
行
し
た
よ
う
で
あ
る
。
当
時
、
新
興
著
し
か
っ
た
所
謂
鎌
倉
新
仏
教
諸
派
に
対
し
、
旧
仏
教
界
が
宋
朝
禅
の
吸
収
に

躍
起
と
な

っ
て
い
た
時
代
に
あ

っ
て
、
宗
密
が
華
厳
五
祖
だ

っ
た
こ
と
も
加
わ
り
、
そ
の
著
作
で
あ
る

『
都
序
』
は
、
や
が
て
東
大
寺
戒
壇
院
系
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華
厳
学
の
学
匠
の
目
に
と
ま

っ
て
華
厳
宗
の
間
に
広
ま

っ
た
。
さ
ら
に
、
戒
壇
院
系
華
厳
学
が
鎌
倉
に
広
ま
る
に
伴
い
、

『
都
序
』
も
東
国
に
伝

え
ら
れ
る
に
至

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
伝
入

・
受
容
の
過
程
は
、
そ
の
ま
ま

『
都
序
』
の
和
刻
本
出
版
に
も
反
映
し
て
い
て
、
そ
の
た
め
五
山

版

・
覆
五
山
版
の
出
版
を
め
ぐ

っ
て
は
、
京
都

・
奈
良

・
鎌
倉
の
三
地
や
、
臨
済
宗

・
東
大
寺
戒
壇
院
系
華
厳
学
の
両
宗
が
錯
綜
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
現
存
最
古
の
和
刻
本
で
あ
る
五
山
版
は
、
臨
済
宗
の
妙
龍
に
よ
っ
て

『
都
序
』
初
伝
の
地
で
あ
る
京
都
で
開
板
さ
れ
た
の
に
対
し
、
そ
の

覆
刻
本
の
初
印
本
に
は
鎌
倉
に

『
都
序
』
の
戒
壇
院
系
伝
抄
本
が
伝
わ

っ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
書
か
れ
た
と
見
ら
れ
る
嘉
元
三
年
識
語
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
開
板
地
は
鎌
倉
だ

っ
た
可
能
性
す
ら
あ
る
。
な
お
か
つ
五
山
版
の
底
本
と
戒
壇
院
系
伝
抄
本
は
、
も
と
を
辿
れ
ば
、
と
も
に
円

爾
弁
円
将
来
本
か
ら
枝
分
か
れ
し
た
も
の
で
あ

っ
た
と
見
ら
れ
、
後
者
に
伝
承
さ
れ
た
訓
点
や
傍
注
が
覆
五
山
版
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
可
能
性
が

あ
る
の
で
あ
る
。
書
物
の
編
輯
地
と
実
際
の
開
板
地
が
異
な
る
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
う
が
、
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
江
戸
時
代
の
出
版
に
お
い
て

は
ま
ま
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

覆
五
山
版
は
寛
永
年
間
に
刊
行
さ
れ
る
や
、
少
な
く
と
も
三
回
は
蔵
板
者
を
代
え
て
刷
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
時
期
は
、
短
め
に
考
え
て
も
、
寛

永
の
は
じ
め

（
一
六
二
四
）
か
ら
元
禄
七
年

（
一
六
九
四
）
ま
で
の
七
十
年
間
の
こ
と
で
あ
る
。
買
い
手
が
な
け
れ
ば
、
せ

っ
か
く
版
木
を
購
入

し
て
も
儲
か
ら
な
い
か
ら
、
度
重
な
る
蔵
板
者
の
交
替
は
、
そ
れ
だ
け
需
要
が
あ

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
蔵
板
者
の
う
ち
二
人
目
は
、
黄

柴
版
大
蔵
経
印
造
の
最
初
期
に
か
か
わ

っ
た
人
物
で
あ
り
、
黄
柴
蔵
に
覆
五
山
版
を
入
れ
版
し
て
い
る
。
ほ
ど
な
く
し
て
、
黄
柴
蔵
で
は
嘉
興
蔵

本
に
よ
る
覆
刻
本
が
完
成
し
た
た
め
に
、
入
れ
版
さ
れ
て
い
た
覆
五
山
版
の
版
木
が
不
要
と
な
り
、
版
木
が
田
原
仁
左
衛
門
の
手
に
渡
り
、
さ
ら

に
元
禄
七
年
ま
で
に
は
平
野
屋
佐
兵
衛
に
帰
し
た
。
そ
の
後
、
平
野
屋
が
い
つ
頃
ま
で
こ
の
版
木
を
保
持

・
印
造
し
て
い
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。

黄
柴
蔵
の
普
及
具
合
か
ら
考
え
れ
ば
、
覆
五
山
版
は
黄
柴
蔵
の
覆
嘉
興
蔵
本
に
取

っ
て
代
わ
ら
れ
た
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
要
因
は
、
五
山

版
が
宗
密
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
近
い
が
た
め
に
、
本
文
や

「浄
染
十
重
図
」
等
に
難
解
な
点
が
あ

っ
た
の
に
反
し
、
大
徳
七
年
刊
本
系
統
の
覆
嘉
興

蔵
本
で
は
、
後
人
の
手
が
入
っ
て
、
よ
り
明
解
に
な

っ
て
い
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
、
覆
五
山
版
と
、
黄
柴
蔵
の
覆
嘉
興
蔵
本
が
併
存
し
て
い
た
の
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
の
元
禄
十

一
年
に
、
江
戸
で
は
、
曹
洞
宗
の
丹
崖
喜
雲

ワ
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が
、
康
熙
三
年
道
需
校
刊
本
に
触
発
さ
れ
て
、
そ
の
重
刊
本
を
出
版
し
た
。
覆
五
山
版
や
覆
嘉
興
蔵
本
が
す
で
に
出
回

っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
喜
雲
が
出
版
に
踏
み
切

っ
た
の
は
、
五
山
版
系
統

の
テ
キ
ス
ト
に
対
す
る
不
満
は
も
と
よ
り
、
同
じ
曹
洞
宗

の
学
僧
道
需
に
よ

っ
て
校
勘
を

施
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
だ

っ
た
こ
と
が
大
き
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
の
出
版
が
成
り
立

っ
た
の
は
、
当
時

の

『
都
序
』

の
需
要
の

高
さ
を
物
語
る
も

の
で
も
あ
る
。

こ
れ
ま
で
調
査
し
た
限
り
で
は
、
元
禄
十

一
年
刊
本

の
出
版
以
降
、
和
刻
本

の
出
版
は
確
認
さ
れ
て
い
な

い
。

こ
の
よ
う
な
状
況
が
生
じ
た
要

因
と
し
て
は
、
宗
密
教
学

の
日
本
に
お
け
る
流
行
状
況
や
黄
柴
版
大
蔵
経

の
普
及
と
い
っ
た
要
因
が
か
か
わ

っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
の
問

題
に

つ
い
て
は
後
日
に
期
し
た

い
。

い江１

『禅
源
諸
詮
集
』
本
文
の
存
否
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
拙
著

『宋
代
書
籍
衆
散
考
―
―

『
新
唐
書
』
芸
文
志
釈
氏
類
の
研
究
―
―
』

（汲
古
書
院
、
二
①
①
四
年
八
月
）

「は
し
が
き
」
等
を
参
照
ｃ

２
鎌
田
茂
雄

冒
不
密
教
学
の
思
想
史
的
研
究
―
―
中
国
華
厳
思
想
史

の
研
究
　
第
二
十
１
』

（東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、

一
九
七
五
年
二
月
）
一
〓
〓
一～
二
二
七
頁

・

六
①
九
頁
を
参
照
ｃ

３
凝
然

『
円
照
上
人
行
状
』
巻
上

「宗
密
禅
師
作
禅
源
諸
詮
都
序
二
巻
、
照
公
翫
之
、
昼
夜
研
顛

〈自
写
持
之
〉
」
。

４

「圭
峯
ノ
宗
密
禅
師
モ
、
禅

ハ
仏
ノ
意
、
教

ハ
仏
ノ
言
、
諸
仏

ハ
心
日
相
応
ス
ト
云
テ
、
三
宗
三
教
ノ
和
合
ノ
事
、
…
圭
峯
ノ
禅
源
諸
詮
ノ
中

二
有
之
ｃ
上
巻
終
也
ｃ

道
人
尤

ヨ
レ
フ
見
給
ベ
シ
」
と
あ
る
ｃ

５
納
富
常
天

「金
沢
文
庫
本

『
心
要
洞
玄
記
』
に
つ
い
て
」

（
『
禅
研
究
所
紀
要
』
第
六

・
七
合
併
号
、　
一
九
七
六
年
十
二
月
）
を
参
照
ｃ
な
お
用
例
は
こ
の
論
文
に
翻

刻
さ
れ
た
本
文
に
よ

っ
て
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
心
要
洞
玄
記
』
は
華
厳
四
祖
澄
観
撰

『
答
順
宗
心
要
法
門
』
に
対
す
る
注
釈
書
。
以
下
に
述
べ
る
湛
春

『
心
要

纂
釈
』
も
同
じ
ｃ
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６
納
富
常
天

「湛
容
の

『
心
要
纂
釈
』
に
つ
い
て
」

（
『
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
第
十
九
号
、　
一
九
八
八
年
十
月
）
を
参
照
ｃ
な
お
用
例
は
こ
の
論
文
に
翻
刻
さ
れ

た
本
文
に
よ

っ
て
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
ｃ

７
築
島
裕

『
国
語
の
歴
史
』

（東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
七
七
年
十

一
月
）

「第
十
二
章
　
一向
山
寺
経
蔵
の
調
査
と
国
語
史
学
―
―
国
語
史
資
料
の
探
索
と
研
究
―
―
」

を
参
照
ｃ

８

『
支
那
仏
教
の
研
究
第
二
』

（名
著
出
版
、　
一
九
七
四
年
十

一
月
覆
刻
、
初
版

一
九
四
三
年
十

一
月
春
秋
社
松
柏
館
）

「宋
代
に
於
け
る
華
厳
教
学
興
隆
の
縁
由
」
を

参
照
．

９
石
井
修
道

「大
英
図
書
館
所
蔵
の
五
山
版

『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
に
つ
い
て
」

（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
四
十
四
巻
第
二
号
、　
一
九
九
六
年
二
月
）
を
参
照
（）
な
お

南
宋
厳
糖
刊
本
は
、
五
代
末
期
に
、
中
国
南
方
で
流
行
し
た
萎
休
親
筆
本
系
統
の
テ
キ
ス
ト
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
本
稿
の
行
論
上
、
数
箇
所

『
都
序
』
の

本
文
を
校
勘
し
た
が
、
や
は
り
石
井
氏
と
同
じ
結
果
が
得
ら
れ
た
。

１０

「圭
峯
宗
密
の
研
究
―
法
系

・
行
状

・
著
作

・
弟
子
等
に
つ
い
て
―
」

（
『
支
那
仏
教
史
学
』
第
二
巻
第
二
号
、

一
九
二
八
年
五
月
）
を
参
照
。
な
お
古
田
は
、

『
都

序
』
が
弁
円
に
よ

っ
て
将
来
さ
れ
た
傍
証
と
し
て
、

『
沙
石
集
』
に

『
都
序
』
の
思
想
の
強
い
影
響
が
見
ら
れ
る
点
を
挙
げ
る
。
ま
た
、
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
朝
鮮

覆
宋
刊
本
と
和
刻
本
と
で
は
、
萎
休
の
序
文
や

『
都
序
』
の
本
文
に
大
き
な
異
同
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
高
麗
経
由
で
は
な
い
と
い
う
古
田
の
推
測
に
は
信

憑
性
が
あ
ろ
う
。

Ｈ
今
枝
愛
真

「
『
普
門
院
蔵
書
目
録
』
と

『
元
亨
釈
書
』
最
古
の
写
本
―
―
大
道

一
以
の
筆
蹟
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」

（
『
田
山
方
南
先
生
華
甲
記
念
論
文
集
』
田
山
方
南

先
生
華
甲
記
念
会
、　
一
九
六
二
年
十
月
）
を
参
照
ｃ

‐２
納
富
氏

「金
沢
文
庫
本

『
心
要
洞
玄
記
』
に
つ
い
て
」

（前
掲
）
を
参
照
ｃ

‐３

「金
沢
文
庫
書
誌
の
研
究
」

（
『
金
沢
文
庫
研
究
紀
要
』
第

一
号
、　
一
九
六

一
年
十

一
月
）
の

「鎌
倉
松
谷
寺
及
び
松
谷
文
庫
に
就
て
」
を
参
照
ｃ

‐４
納
富
氏

「金
沢
文
庫
本

『
心
要
洞
玄
記
』
に
つ
い
て
」

（前
掲
）
を
参
照
ｃ

‐５
玉
村
竹
二

『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』

（講
談
社
、

一
九
人
三
年
五
月
）

「春
屋
妙
龍
」
条
等
を
参
照
。
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‐６
石
井
修
道

・
小
川
隆

「
『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
の
訳
注
研
究
」

（二
）
～

（十
）

（
『
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
第
五
十
二
至
五
十
七
号
、
同

『
仏
教
学
部
論

集
』
第
二
十
七
至
二
十
号
、　
一
九
九
五
年
二
月
至

一
九
九
二
年
十
月
）
等
を
参
照
．）

‐７
大
徳
七
年
刊
本
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「中
国
に
お
け
る

『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
の
流
伝
と
出
版
」

（
コ

一松
学
舎
大
学
人
文
論
叢
』
第
七
十
六
輯
、
二
①
①
六
年
二
月
）

を
参
照
ｃ

瑚

『
敦
煙
禅
宗
文
献
の
研
究
』

（大
東
出
版
社
、　
一
九
人
三
年
二
月
）
第
五
節

「
『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
」
を
参
照
。
初
出
は

「敦
煙
本

『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
残
巻
考
」

（
『
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
第
二
十
七
号
、　
一
九
七
九
年
二
月
）
。

‐９
三
井
文
庫
旧
蔵
本
は
、
川
瀬

一
馬

『
五
山
版
の
研
究
』

（日
本
古
書
籍
商
協
会
、　
一
九
七
〇
年
二
月
）
六
九
頁

・
四
①
四
頁
、
大
英
図
書
館
蔵
本
は
、
川
瀬

一
馬

・
岡

崎
久
司

『
大
英
図
書
館
所
蔵
和
漠
書
総
目
録
』

（講
談
社
、　
一
九
九
六
年
五
月
）
三
四
七
頁
、
ケ
ネ
ス

・
Ｂ

・
ガ
ー
ド
ナ
ー
編

『
大
英
図
書
館
蔵
日
本
古
版
本
目
録
』

（大
英
図
書
館

，
天
理
大
学
図
書
館
、　
一
九
九
二
年
）
六
二
頁

・
二
四
九
頁
を
参
照
ｃ

２０
串
雲
華

「
「禅
源
諸
詮
集
都
序
」
最
早
印
本
的
発
現
和
証
実
」

（
『
東
方
雑
誌
』
復
刊
第
八
巻
第
二
期
、　
一
九
七
四
年
八
月
）
を
参
照
ｃ

２‐
黒
田
亮

『
朝
鮮
旧
書
考
』

（岩
波
書
店
、　
一
九
八
六
年
第
二
刷
、
初
版

一
九
四
〇
年
二
月
）

「禅
源
諸
詮
集
都
序
に
就
い
て
」
、
川
瀬

一
馬

『
五
山
版
の
研
究
』

「近

世
初
期
に
於
け
る
五
山
版
の
部
刻
」
を
参
照
ｃ

２２
以
下
、
石
井
氏
の
覆
五
山
版
に
関
す
る
所
説
に
つ
い
て
は
、

「大
英
図
書
館
所
蔵
の
五
山
版

『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
に
つ
い
て
」

（前
掲
）
を
参
照
ｃ

２３
な
お
覆
刻
本
四
種
の
い
ず
れ
に
も
、
五
山
版
の
刊
記
は
覆
刻
さ
れ
て
い
な
い
。

２４

『
禅
源
諸
詮
集
都
序
付
禅
門
師
資
承
襲
図
』

（岩
波
書
店
、

一
九
二
九
年

一
月
）
二
三

一
頁
を
参
照
ｃ

２５
な
お
識
語
の
な
い
無
刊
記
本
の
家
蔵
本
と
駒
沢
大
学
蔵
本
と
を
比
較
す
る
と
、
巻
下
二
十
四
丁
表
裏
に
お
い
て
版
面
の
傷
が
前
者
の
方
が
後
者
よ
り

一
カ
所
ず

つ
多
い

の
を
除
き
、
他
の
箇
所
は
皆

一
致
す
る
。
よ
っ
て
両
本
は
比
較
的
近
い
時
期
に
刷
ら
れ
た
と
見
て
よ
い
。

２６

い
く

つ
か
実
例
を
挙
げ
て
お
く
。
序
二
丁
一異
上
辺
に
は
、
識
語
の
あ
る
無
刊
記
本
に
は
傷
が
な
い
が
、
識
語
の
な
い
無
刊
記
本
に
は
傷
が

一
カ
所
あ
り
、
田
原
本

・
平

野
屋
本
で
は
三
カ
所
に
増
え
て
い
る
。
ま
た
巻
上
十
二
丁
表
右
辺
に
は
無
刊
記
本
に
は
と
も
に
傷
が
な
い
が
、
田
原
本
で
は

一
カ
所
に
、
平
野
屋
本
で
は
ニ
カ
所
に
、

24



傷
が
増
え
て
い
る
ｃ

２７
井
上
和
雄

『
慶
長
以
来
書
買
集
覧
』

（言
論
社
、　
一
九
七
九
年
六
月
ｃ
初
版
大
正
五
年
九
月
彙
文
堂
書
店
）
四
人
頁

・
七
八
頁
を
参
照
．

２８
川
瀬
前
掲
書

「近
世
初
期
に
於
け
る
五
山
版
の
部
刻
」
に
よ
れ
ば
、
寛
永
年
間
か
ら
起
こ
る
五
山
版
の
覆
刻
本
で
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
全
て
に
附
訓
が
施
さ
れ
て
い
る

と
い
う
。

２９
こ
の
他
に
も
、
妙
輸
が
身
近
に
い
た
入
元
僧

・
渡
来
僧
を
介
し
て
無
準
師
範
の
周
辺
で
行
わ
れ
て
い
た
の
と
同
系
統
の
テ
キ
ス
ト
を
入
手
し
て
底
本
と
し
た
可
能
性
も

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
時
大
陸
で
大
徳
七
年
刊
本
と
い
う
優
れ
た
校
定
本
が
出
て
い
た
状
況
下
で
、
弁
円
将
来
本
と
同

一
系
統
の
テ
キ
ス
ト
と
は
い
え
、
わ
ざ
わ

ざ
大
陸
か
ら
戒
壇
院
伝
抄
本
に
比
べ
、
誤
脱
の
多
い
状
態
の
テ
キ
ス
ト
を
取
り
寄
せ
る
必
然
性
は
な
い
ｃ
よ

っ
て
五
山
版
の
底
本
は
出
版
当
時
に
大
陸
か
ら
将
来
さ
れ

た
テ
キ
ス
ト
で
は
な
く
、
弁
円
将
来
本
が
臨
済
宗
内
で
伝
抄
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
だ

っ
た
可
能
性
の
方
が
高
い
と
考
え
る
。

３０
高
山
寺
蔵
本

・
朝
鮮
覆
宋
刊
本

・
明
蔵
本
と
の
比
較
に
際
し
て
は
、
石
井
修
道

・
小
川
隆

「
『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
の
訳
注
研
究
」

（二
）
～

（十
）

（前
掲
）
を
参

照
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

３‐

『
仏
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊
付
録
』

（仏
教
大
学
総
合
研
究
所
、
二
①
①
四
年
十
二
月
）
二
二
四
頁
を
参
照
。

３２

『
獅
谷
法
然
院
所
蔵
麗
蔵
対
校
黄
柴
版
大
蔵
経
並
新
続
入
蔵
経
目
録
』

（仏
教
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
、　
一
九
八
九
年
十
二
月
）
五
九
二
頁
を
参
照
ｃ

３３

『
上
越
教
育
大
学
所
蔵
黄
柴
鉄
眼
版

一
切
経
目
録
』

（上
越
教
育
大
学
附
属
図
書
館
、　
一
九
八
八
年
二
月
）

一
六
六
頁
を
参
照
。

３４

「
『
黄
柴
版
大
蔵
経
』
刊
記
集
解
題
」

（
『
影
印
黄
柴
版
大
蔵
経
刊
記
集
』
思
文
閣
出
版
、　
一
九
九
四
年
二
月
）
を
参
照
ｃ

３５
松
永
知
海

「
『
黄
柴
版
大
蔵
経
』

の
刊
行
に

つ
い
て
―
―

入
れ
版
を
中
心
と
し
て
―
―
」

（
コ
向
橋
弘
次
先
生
古
稀
記
念
論
集
浄
土
学
仏
教
学
論
叢
』
第

一

巻
、
二
Ｏ
①
四
年
十

一
月
）
は
、
購
入
者

の
希
望
や
、
改
刻

・
摺
印

・
製
本

・
納
経

の
過
程
で
生
じ
る
時
間

の
ズ

レ
に
よ

っ
て
、
同
時
期
に
摺
印
さ
れ
た
黄

柴
蔵
で
あ

っ
て
も
、
全
く
同
じ
経
典
が
納
入
さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な

い
と
結
論
し
て
い
る
。

３６
松
永
氏
の
示
教
に
よ
れ
ば
、
黄
柴
蔵
に
町
版
が
入
れ
版
さ
れ
る
場
合
、
版
木
を
購
入
し
て
刷
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
蔵
版
者
に
刷
ら
せ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
な
か
に
は
覆

刻
し
て
刷
る
ケ
ー
ス
も
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
．）
ま
た
黄
柴
蔵
の
製
本
所
は
木
屋
町
二
条
に
あ
り
、
こ
こ
で
製
本
す
る
際
に
町
版
を
入
れ
た
ケ
ー
ス
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も
あ

っ
た
そ
う
で
、
こ
れ
ら
入
れ
版
さ
れ
た
冊
の
表
紙

・
題
森

・
紙
質

・
書
形
な
ど
は
、
黄
柴
蔵
の
他
の
覆
嘉
興
蔵
本
部
分
と
同
じ
で
あ
り
、
そ
の
た
め
黄
柴
蔵
の
入

れ
版
と
わ
か
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
も
し
か
す
る
と
、
覆
五
山
版

『
都
序
』
の
場
合
も
、
宝
蔵
院
で
原
蔵
版
者
か
ら
版
木
を
入
手
し
て
、
黄
柴
蔵
に
入
れ
版
す
る
も
の

と
し
て
、
田
原
が
そ
の
印
造
を
請
け
負

っ
た
可
能
性
が
な
い
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
場
合
、
田
原
が
無
刊
記
本
に
自
分
の
刊
記
を
埋
木
し
て
印
造
す
る
よ
う
に
な

っ
た

の
は
、
宝
蔵
院
で
覆
嘉
興
蔵
本
が
完
成
し
て
、
覆
刻
本
の
版
木
の
所
有
権
が
完
全
に
田
原
に
帰
し
て
以
降
の
こ
と
と
な
ろ
う
。

３７
本
稿
注
（
１７
）
所
引
の
拙
稿
を
参
照
ｃ

３８
宇
井
前
掲
書
二
三
二
頁
を
参
照
。

附
記本

稿
は
平
成
十
七
年
五
月
二
十
八
日
に
慶
応
義
塾
大
学
で
開
催
さ
れ
た
宋
代
文
学
研
究
談
話
会
で
行

っ
た
研
究
発
表

「書
籍
衆
散
史
―
―
宋
代
書
目
の
著
録
か
ら
和
刻

本
の
出
版
に
至
る
ま
で
―
―
」
の

一
部
を
も
と
に
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
貴
重
な
御
指
摘
を
頂
戴
し
た
仏
教
大
学
中
原
健
二
教
授
を
は
じ
め
、

諸
先
生
方
に
、
謹
ん
で
深
甚
の
謝
音
を
表
し
た
い
。
ま
た
獅
子
谷
法
然
院
員
主
梶
田
真
章
師
に
は
同
院
所
蔵
の
黄
柴
版

『
都
序
』
の
閲
覧
を
お
許
し
い
た
だ
き
、
仏
教
大

学
松
永
知
海
教
授
に
は
法
然
院
に
御
紹
介
い
た
だ
い
た
う
え
、
調
査
に
御
同
道
い
た
だ
き
、
黄
柴
蔵
調
査
の
豊
富
な
経
験
に
も
と
づ
く
貴
重
な
御
教
示
を
頂
戴
し
た
。
そ

の
ほ
か
、
Ｃ
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ａ
制
作

「電
子
仏
典
集
成
」
Ｃ
Ｄ
ロ
ム
を
御
恵
贈
下
さ

っ
た
中
華
仏
学
研
究
所
図
資
館
館
長

・
Ｃ
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ａ
総
幹
事
杜
正
民
老
師
、
及
び
閲
覧

・
複

写
に
際
し
御
高
配
を
賜

っ
た
大
谷
大
学
図
書
館

，
国
立
国
会
図
書
館

・
駒
沢
大
学
図
書
館

。
東
京
大
学
総
合
図
書
館

・
同
東
洋
文
化
研
究
所

・
成
田
山
仏
教
図
書
館

・
松

ヶ
岡
文
庫
に
は
、
こ
こ
に
記
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
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【普
澄
斗

『
講
覇
鰈
緋
浦
掌
珊
』
駐
爵
畔
Ｓ
〈．ホ
鞘
料
囲
慕
弱
耐
図
】

圃
田
田
圏

対 ―

田
田
田

討ン
対
球
日

圃
剛
田

【
済
　
開
　
爵
】

‥
…

】

l i
尊
ぶ
溢
、

コ
ぷ
討

（辞
引
）

副
ぷ
浴

⌒洋

辞
）

団
斎

（辞
科
）

国
蕗

（誌
辞
）

黙
部

・
翌
油

汁

／

）

】

↑

【
”
”

脚

挿

押
出

＼
＼

軍憲1 討
J 「   ‐十 1
- 掛 ‐

園  因 因 |

じ J 「0 に |

回

母

回

暑

日

呂

□

母

□

冒

革

呂

一
輝
癌
薪
洋
甜
耐
】

樹

Ｈ
Ｅ
鋪
】
（ン
翠
や
一キ
聖
扇
）溺

隷
硝
討
国
】

一
　

＋

図

・

・

因

ｍ
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